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I. 平成 30 年度・令和元年度化学物質の人へのばく露量モニタリング調査（パイロット調

査）結果 
 
 

1. 調査の概要 

環境省環境保健部環境リスク評価室では、我が国における化学物質の人へのばく露量を把握し、環境リ

スク評価や環境リスク管理施策の検討に資する基礎情報を得るため、継続的に「化学物質の人へのばく露

量モニタリング調査」を行い、データを集積しています。 

本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度から

は、調査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的と

したパイロット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃って

おらず、過年度の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

平成 30 年度は、全国３地域の一般環境地域の住民に対して血液・尿の試料を採取しました。採取した

試料は、令和元年度に化学物質の濃度を測定しました。調査の内容は以下のとおりです。 

・ 調査対象者のリクルート 

・ 対象者に対して説明会を開催し、調査趣旨について説明 

・ 血液、尿の試料を採取し、化学物質の濃度を測定 

・ 食習慣、喫煙歴等に関するアンケート調査を実施 

本調査は、「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査検討会」（座長：上島通浩 名古屋市立大学教

授）において調査を設計しました。 
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2. 調査の方法 

2.1 対象地域、対象者、試料採取 

2.1.1 調査対象地域 

日本全国を５ブロック（北海道・東北ブロック、関東・甲信越ブロック、東海・北陸・近畿ブ

ロック、中国・四国ブロック、九州・沖縄ブロック）に分け、そのうちの３ブロックを選定し、

大都市（人口 50 万人以上の都市）２地域と中小都市（人口 50 万人未満の都市）１地域を選定し

て調査を行いました。 

本年度の調査対象地域は以下のとおりです。 

・関東・甲信越ブロック   （大都市） 

・東海・北陸・近畿ブロック  （大都市） 

・九州・沖縄ブロック     （中小都市） 

 

2.1.2 調査対象者の選定方法 

 原則として、以下の条件を満たす地域住民を対象としました。 

・年齢 20 歳以上 

・血液採取により健康に支障をきたさないこと 等 

   また、各調査対象地域において、以下の方法により調査対象者を募集しました。 

  ・登録モニターによる募集    （関東・甲信越ブロック、東海・北陸・近畿ブロック） 

  ・地域の漁業協同組合を通じた募集（九州・沖縄ブロック） 

 

2.1.3 対象者数・平均年齢 

 対象者数を表 2.1 に示します。対象者数は 90 人、平均年齢は 48.1 歳でした。 

 

表 2.1 対象者数 

地域分類 
対象者数（人） 平均年齢（歳） 

計 男性 女性 計 男性 女性 

関東・甲信越ブロック 

（大都市） 
31 11 20 48.5 50.5 47.4 

東海・北陸・近畿ブロック 

（大都市） 
34  9 25 45.8 50.3 44.2 

九州・沖縄ブロック 

（中小都市） 
25 23  2 50.7 51.1 46.0 

総計 90 43 47 48.1 50.8 45.6 
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2.1.4 説明会・試料採取 

調査対象地域ごとに会議室等の会場に対象者に集まっていただき、調査内容の説明会を開催

しました。検討会委員より調査内容の説明がなされ、同意書を受領しました。その後、採血や尿

試料の受取を行いました。試料採取方法を表 2.2 に、試料採取日程を表 2.3 に示します。 

 

表 2.2 試料採取方法 

媒体 採取方法 

血液 医師の立会いの下、看護師・臨床検査技師等の有資格者により、採血した。 

尿 容器を事前にお渡しし、採血日の起床してから最初の尿を採尿いただいた。 

 

表 2.3 試料採取日程 

地域分類 説明会・採血・採尿・生活状況調査 

関東・甲信越ブロック（大都市） 平成 31 年 3 月 24 日 

東海・北陸・近畿ブロック（大都市） 平成 31 年 3 月 21 日 

九州・沖縄ブロック（中小都市） 平成 31 年 3 月 19 日 
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2.2 化学物質の分析 

2.2.1 対象化学物質と検体数 

 本調査の対象化学物質と検体数を表 2.4 に示します。血液、尿の２媒体について、ダイオキシ

ン類、金属類等の化学物質を対象としました。 

 

表 2.4 対象化学物質と媒体 

分類 化学物質名 
血液注 1 

尿注 1 

血漿 血球 

ダイオキシン類 塩素系ダイオキシン類 90   

金属類 

総水銀 90 90  

鉛 90 90  

カドミウム 90 90 87 

総ヒ素 90 90 87 注 2 

銅 90 90  

セレン 90 90  

亜鉛 90 90  

マンガン 90 90  

可塑剤 
フタル酸モノエステル類   87 

ビスフェノール A   87 

農薬 

有機リン系農薬   87 

ネオニコチノイド系農薬   87 

フェニルピラゾール系農薬   87 

グリホサート系農薬   87 

農薬代謝物 

有機リン系農薬代謝物   87 

ピレスロイド系農薬代謝物   87 

ネオニコチノイド系農薬代謝物   87 

フェニルピラゾール系農薬代謝物   87 

グリホサート系農薬代謝物   87 

その他 

p-ニトロフェノール   87 

トリクロサン   87 

パラベン類   87 

コチニン   87 

カフェイン   87 

8-OHdG   87 

ベンゾフェノン 3   87 

注１ ３名の対象者の採尿量が少なかったため、血液と尿の検体数は一致しない。 
注２ 尿のヒ素は形態別ヒ素を測定した。 
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2.2.2 分析方法 

 化学物質の分析方法の概要と検出下限値を表 2.5 及び表 2.6 に示します。 

 

表 2.5 血液試料の分析法概要  

分類 化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

ダイオキシン類 
塩素系ダイオ

キシン類 

溶媒抽出-

GC/HRMS 

同位体希釈法 

TeCDD、TeCDF  

PeCDD、PeCDF  

HxCDD、HxCDF  

HpCDD、HpCDF   

OCDD、OCDF  

Co-PCB  

1 

1 

2 

2 

4 

10 

pg/g-fat 

pg/g-fat 

pg/g-fat 

pg/g-fat 

pg/g-fat 

pg/g-fat 

金属類 金属類 ICP-MS 法 

総水銀 
血漿：0.044 

血球：0.088 

ng/mL 

ng/mL 

鉛 
血漿：0.11 

血球：0.22 

ng/mL 

ng/mL 

カドミウム 
血漿：0.023 

血球：0.046 

ng/mL 

ng/mL 

総ヒ素 
血漿：0.081 

血球：0.16 

ng/mL 

ng/mL 

銅 
血漿：2.8 

血球：5.6 

ng/mL 

ng/mL 

セレン 
血漿：2.1 

血球：4.2 

ng/mL 

ng/mL 

亜鉛 
血漿：11 

血球：22 

ng/mL 

ng/mL 

マンガン 
血漿：0.27 

血球：0.54 

ng/mL 

ng/mL 
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表 2.6 尿試料の分析法概要 

分

類 
化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

金

属

類 

カドミウム ICP-MS 法 － 0.017 ng/mL 

形態別ヒ素 LC-ICP-MS 法 

As (V)（5 価ヒ素）  
As (III)（3 価ヒ素） 
MMA（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸）   
DMA（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 
AB（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

0.084 
0.17  
0.097 
0.077 
0.16 

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

可

塑

剤 

フタル酸モノエステル類 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

MBP （ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 
MEHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 
MBzP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 
MEOHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍｷｼﾙ） 
MEHHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

0.035 
0.033 
0.033 
0.028 
0.037 

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

ビスフェノール A 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

－ 0.034 ng/mL 

農

薬 

有機リン系農薬 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ｱｾﾌｪｰﾄ 
ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 

0.062 
0.073 

ng/mL 
ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 

0.0029 
0.0080 
0.0024 
0.0063 
0.0061 
0.0095 
0.0026 

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

フェニルピラゾール系農薬 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ  0.0074 ng/mL 

グリホサート系農薬 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
ｸﾞﾘﾎｼﾈｰﾄ 

3.4  
5.5 

ng/mL 
ng/mL 

農

薬

代

謝

物 

有機リン系農薬代謝物 

固相抽出-
LC/MS/MS 法 

DMP（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 
DEP（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 
DMTP（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 
DETP（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

0.21 
0.56 
0.29 
0.067 

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物（3-ﾒﾁﾙ-4-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 0.13 ng/mL 

ピレスロイド系農薬代謝物 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

PBA （ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 
DCCA（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸） 

0.072 
0.23 

ng/mL 
ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬代

謝物 

固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

0.0070  
0.0026  
0.0032  

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

フェニルピラゾール系農薬

代謝物 

固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｧｲﾄﾞ 
ﾌｨﾙﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｫﾝ 

0.0086  
0.0042  

ng/mL 
ng/mL 

グリホサート系農薬代謝物 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ｱﾐﾉﾒﾁﾙﾘﾝ酸 3.9 ng/mL 

そ

の

他 

p-ニトロフェノール 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

－ 0.41 ng/mL 

トリクロサン 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

－ 0.029 ng/mL 

パラベン類 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

0.27 
0.25 
0.087 
0.056 
0.028 

ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 
ng/mL 

コチニン LC/MS/MS 法 － 0.13 ng/mL 

カフェイン LC/MS/MS 法 － 0.19 ng/mL 

8-OHdG LC/MS/MS 法 － 0.14 ng/mL 

ベンゾフェノン 3 
固相抽出-
LC/MS/MS 法 

－ 0.078 ng/mL 
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2.2.3 ダイオキシン類の毒性等価係数及び検出下限値未満の値の取扱い 

 ダイオキシン類に関する毒性等価係数は、表 2.7 に示すとおり、WHO-TEF2006 を用いました。

また、ある異性体の実測濃度が「検出下限値未満（N.D.）」であった場合、実測濃度を「0」とし

て計算しました。 

 

表 2.7 ダイオキシン類に関する毒性等価係数（TEF）一覧 

化合物の名称等 WHO-TEF2006 

PCDDs 

2,3,7,8-TeCDD 1 

1,2,3,7,8-PeCDD 1 

1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.1 

1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.1 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.01 

OCDD 0.0003 

PCDFs 

2,3,7,8-TeCDF 0.1 

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 

2,3,4,7,8-PeCDF 0.3 

1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 

2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.01 

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.01 

OCDF 0.0003 

Co-PCBs 

non-ortho 

3,3',4,4'-TeCB(# 77) 0.0001 

3,4,4',5-TeCB(# 81) 0.0003 

3,3'4,4',5-PeCB(#126) 0.1 

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.03 

mono-ortho 

2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.00003 

2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.00003 

2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.00003 

2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.00003 

2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.00003 

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.00003 

2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.00003 

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.00003 
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3. 調査の結果 

3.1 ダイオキシン類の測定結果 

3.1.1 血液中ダイオキシン類濃度 

血液中ダイオキシン類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.1 に示します。なお、血漿中の

ダイオキシン濃度を測定したため、過年度の結果と比較することはできません。 

 

表 3.1 血液（血漿）中ダイオキシン類濃度統計値 

（pg-TEQ/g-fat） 

化学物質 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（31 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（25 人） 

 

全対象者 

（90 人） 

PCDDs+PCDFs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6.7 
4.5 
5.2 

0.29～17 

8.6 
5.0 
7.5 

0.86～23 

5.7 
3.3 
5.2 

0.68～15 

7.2 
4.5 
6.2 

0.29～23 

Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.8 
3.1 
3.4 

0.070～16 

4.5 
2.3 
4.2 

1.1～10 

5.5 
4.2 
4.2 

0.080～14 

4.5 
3.2 
3.6 

0.070～16 

PCDDs+PCDFs 
+Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

11 
7.2 
8.3 

0.36～33 

13 
6.9 

13 
2.0～33 

11 
6.9 
9.2 

1.1～27 

12 
7.0 
9.8 

0.36～33 
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3.2 金属類の測定結果 

3.2.1 血液中金属類 

血液中金属類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.2 及び表 3.3 に示します。 

 

表 3.2 血液（血漿）中金属類濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（31 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（25 人） 

 

全対象者 

（90 人） 

総水銀  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.83 
0.46 
0.86 

0.072～2.1 

0.66 
0.35 
0.63 

0.19～1.6 

2.4 
2.1 
1.8 

0.43～ 9.4 

1.2 
1.3 
0.86 

0.072～9.4 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.52 
0.25 
0.49 

0.18～1.3 

0.64 
0.35 
0.54 

0.26～1.7 

1.4 
0.75 
1.2 

0.43～3.1 

0.80 
0.59 
0.61 

0.18～3.1 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.014 
0.018 
N.D. 

N.D.～0.047 

0.020 
0.022 
0.013 

N.D.～0.070 

0.028 
0.018 
0.028 

N.D.～0.078 

0.020 
0.020 
0.026 

N.D.～0.078 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
0.87 
1.1 

0.32～3.4 

1.6 
0.87 
1.6 

0.52～4.0 

14 
38 
3.2 

1.1～190 

4.9 
21 
1.8 

0.32～190 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1,000 
140 

1,000 
730～1,300 

1,000 
240 
970 

780～1,900 

1,000 
220 
970 

690～1,500 

1,000 
200 
980 

690～1,900 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

140 
14 

140 
110～170 

130 
13 

130 
110～160 

140 
15 

140 
110～180 

140 
15 

130 
110～180 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

890 
82 

890 
730～1,100 

890 
98 

910 
680～1,100 

880 
120 
870 

630～1,200 

890 
98 

890 
630～1,200 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.58 
0.11 
0.55 

0.43～1.0 

0.60 
0.071 
0.60 

0.46～0.79 

0.59 
0.086 
0.59 

0.44～0.76 

0.59 
0.089 
0.59 

0.43～1.0 

注 N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
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表 3.3 血液（血球）中金属類濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（31 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（25 人） 

 

全対象者 

（90 人） 

総水銀  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

11 
6.4 

10 
1.2～26 

8.2 
4.6 
7.3 

2.0～18 

31 
26 
26 

4.6～ 110 

15 
17 
11 

1.2～110 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

18 
9.8 

16 
8.0～56 

17 
6.9 

14 
7.8～38 

28 
23 
24 

7.1～120 

20 
15 
17 

7.1～120 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.9 
0.86 
1.8 

0.48～3.7 

1.9 
1.4 
1.4 

0.54～7.0 

2.1 
1.6 
1.4 

0.21～6.9 

1.9 
1.3 
1.6 

0.21～7.0 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

4.4 
2.4 
3.9 

1.4～12 

5.0 
2.3 
4.6 

1.9～9.8 

20 
23 
10 

3.3～94 

8.8 
14 
5.3 

1.4～94 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

700 
76 

690 
580～860 

750 
96 

720 
630～1,000 

750 
63 

750 
610～870 

730 
84 

710 
580～1,000 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

270 
60 

270 
190～540 

250 
31 

240 
190～310 

330 
140 
300 

200～820 

280 
90 

260 
190～820 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

11,000 
1,500 

11,000 
8,600～15,000 

11,000 
1,600 

11,000 
7,400～14,000 

11,000 
2,000 

11,000 
7,400～15,000 

11,000 
1,700 

11,000 
7,400～15,000 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

25 
7.8 

23 
14～52 

24 
7.9 

24 
14～50 

20 
7.2 

17 
12～35 

23 
7.8 

23 
12～52 
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3.2.2 尿中金属類 

尿中のカドミウム濃度及び形態別ヒ素濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.4 に示します。

なお、濃度はクレアチニン補正したものを示しています。 

 

表 3.4 尿中金属類濃度統計値 

（μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（30 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（23 人） 

 

全対象者 

（87 人） 

カドミウム  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.68 
0.39 
0.60 

0.14～1.7 

0.66 
0.51 
0.51 

N.D.～2.4 

0.49 
0.41 
0.42 

0.095～2.0 

0.62 
0.45 
0.52 

N.D.～2.4 

ヒ
素 

As (V) 
（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.33 
0.43 
0.20 

N.D.～1.8 

0.36 
0.43 
0.21 

N.D.～2.0 

0.67 
1.3 
0.27 

0.095～6.5 

0.43 
0.77 
0.22 

N.D.～6.5 

As (III) 
（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.73 
0.63 
0.66 

N.D.～2.7 

0.77 
0.60 
0.63 

N.D.～1.9 

1.4 
0.89 
1.2 

N.D.～4.5 

0.92 
0.74 
0.87 

N.D.～4.5 

MMA 
（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.2 
0.66 
1.1 

0.33～2.7 

1.3 
0.80 
1.1 

0.14～3.8 

1.6 
0.71 
1.4 

0.42～3.3 

1.3 
0.74 
1.2 

0.14～3.8 

As(V)+As(III) 
+MMA 注１ 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.2 
1.3 
2.1 

0.58～5.7 

2.4 
1.4 
2.1 

0.14～6.2 

3.7 
2.5 
2.9 

1.5～14 

2.7 
1.8 
2.3 

0.14～14 

DMA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

21 
18 
17 

2.9～78 

21 
12 
19 

5.0～55 

26 
26 
20 

8.9～140 

22 
18 
18 

2.9～140 

AB 
（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

23 
21 
14 

2.7～73 

28 
29 
20 

1.6～130 

210 
430 

40 
12～1,700 

75 
230 

22 
1.6～1,700 

注１ As (V)と As (III)と MMA の合計値。摂取した無機ヒ素量を表す指標。 
注２ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
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3.2.3 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の金属類の測定結果を表 3.5 に示します。 

 

表 3.5 本年度と過年度の測定結果（尿） 
（μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～ 

平成 28 年度 

（420 人） 

平成 30 年度 

・ 

令和元年度 

（87 人） 

カドミウム 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

0.94 

0.63 

0.74 

0.11～4.7 

0.62 

0.45 

0.52 

N.D.～2.4 

ヒ

素 

As(V) 

（五価ヒ素） 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

0.16 

0.39 

N.D. 

N.D.～2.9 

0.43 

0.77 

0.22 

N.D.～6.5 

As(III) 

（三価ヒ素） 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

1.5 

1.2 

1.4 

N.D.～15 

0.92 

0.74 

0.87 

N.D.～4.5 

MMA 

(ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

2.0 

1.4 

1.8 

N.D.～13 

1.3 

0.74 

1.2 

0.14～3.8 

DMA 

(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

37 

25 

29 

6.2～170 

22 

18 

18 

2.9～140 

AB 

(ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

110 

210 

44 

2.1～2,300 

75 

230 

22 

1.6～1,700 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和元年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調

査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロ

ット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度

の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.3 可塑剤、農薬・農薬代謝物、その他化学物質の測定結果 

3.3.1 尿中化学物質 

尿中の化学物質濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.6 及び表 3.7 に示します。 

 

表 3.6 尿中化学物質濃度統計値 その１ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・ 

大都市 

（30 人） 

東海北陸近畿
ブロック・ 

大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（23 人） 

 

 

全対象者 

（87 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ

エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

13 
3.6～180 

14 
2.7～52 

10 
2.5～43 

12 
2.5～180 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

1.6 
N.D.～5.0 

2.0 
0.31～13 

2.7 
0.30～9.7 

1.9 
N.D.～13 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛ
ｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

6.7 
2.1～13 

6.3 
2.0～20 

7.4 
0.74～22 

6.8 
0.74～22 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍ
ｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

4.6 
0.63～9.3 

4.0 
1.1～13 

4.2 
0.36～12 

4.3 
0.36～13 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.57 
N.D.～2.9 

0.28 
N.D.～9.2 

0.60 
N.D.～4.2 

0.51 
N.D.～9.2 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.24 
N.D.～2.2 

0.17 
N.D.～30 

0.37 
N.D.～2.6 

0.25 
N.D.～30 

農
薬 

有機リン系 

農薬 

ｱｾﾌｪｰﾄ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.54 

全て N.D. 全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.54 

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ネオニコチノ

イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.32 

N.D. 
N.D.～0.20 

N.D. 
N.D.～0.061 

N.D. 
N.D.～0.32 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.51 

0.0070 
N.D.～0.26 

0.020 
N.D.～0.12 

N.D. 
N.D.～0.51 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.027 

N.D. 
N.D.～0.083 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.083 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.055 
N.D.～0.43 

0.084 
N.D.～2.5 

0.046 
N.D.～0.75 

0.058 
N.D.～2.5 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.17 
0.015～0.68 

0.20 
N.D.～3.9 

0.12 
0.023～3.2 

0.17 
N.D.～3.9 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.27 
N.D.～19 

0.29 
N.D.～7.5 

1.5 
0.019～23 

0.30 
N.D.～23 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.47 

N.D. 
N.D.～0.76 

N.D. 
N.D.～1.9 

N.D. 
N.D.～1.9 

フェニルピラ

ゾール系農薬 
ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 

中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.027 
全て N.D. 

N.D. 
N.D.～0.027 

グリホサート

系農薬 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.7 尿中化学物質濃度統計値 その２ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 
  

分
類 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・ 

大都市 

（30 人） 

東海北陸近畿
ブロック・ 

大都市 

（34 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（23 人） 

 

 

全対象者 

（87 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農
薬代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.3 
N.D.～21 

1.6 
N.D.～22 

1.6 
N.D.～13 

1.7 
N.D.～22 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

4.5 
N.D.～710 

3.8 
N.D.～19 

1.9 
N.D.～15 

3.7 
N.D.～710 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.4 
N.D.～23 

1.1 
N.D.～21 

1.1 
N.D.～9.9 

1.5 
N.D.～23 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

0.026 
N.D.～2.3 

N.D. 
N.D.～2.9 

N.D. 
N.D.～0.24 

N.D. 
N.D.～2.9 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物 
（3-ﾒﾁﾙ-4-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～6.3 

N.D. 
N.D.～0.60 

0.12 
N.D.～1.8 

N.D. 
N.D.～6.3 

ピレスロイド
系農薬代謝物 

PBA 
（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

中央値 
範 囲 

0.23 
N.D.～8.2 

0.22 
N.D.～1.4 

0.20 
N.D.～3.6 

0.21 
N.D.～8.2 

DCCA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞ
ﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～12 

N.D. 
N.D.～1.4 

N.D. 
N.D.～5.1 

N.D. 
N.D.～12 

ネオニコチノ
イド系農薬代
謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.27 
0.036～39 

0.40 
0.024～2.5 

0.15 
0.022～4.0 

0.24 
0.022～39 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.034 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.0042 

N.D. 
N.D.～0.035 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.10 

N.D. 
N.D.～0.034 

N.D. 
N.D.～0.030 

N.D. 
N.D.～0.10 

フェニルピラ
ゾール系農薬
代謝物 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｧｲﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｫﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.037 

N.D. 
N.D.～0.025 

N.D. 
N.D.～0.012 

N.D. 
N.D.～0.037 

グリホサート
系農薬代謝物 

ｱﾐﾉﾒﾁﾙﾘﾝ酸 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

そ
の
他 

p-ニトロフェノール 
中央値 
範 囲 

0.97 
N.D.～2.7 

1.1 
N.D.～6.9 

0.89 
N.D.～2.7 

0.98 
N.D.～6.9 

トリクロサン 中央値 
範 囲 

0.13 
N.D.～14 

0.11 
N.D.～0.85 

0.078 
N.D.～2.6 

0.11 
N.D.～14 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

81 
2.0～1,100 

50 
0.44～810 

18 
1.2～340 

49 
0.44～1,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

3.7 
0.79～170 

1.8 
N.D.～30 

1.3 
N.D.～190 

2.5 
N.D.～190 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.22 
N.D.～130 

0.56 
N.D.～230 

0.12 
N.D.～25 

0.24 
N.D.～230 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.030 
N.D.～30 

N.D. 
N.D.～53 

N.D. 
N.D.～7.3 

N.D. 
N.D.～53 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.18 

N.D. 
N.D.～0.021 

N.D. 
N.D.～0.083 

N.D. 
N.D.～0.18 

コチニン 
中央値 
範 囲 

0.25 
N.D.～2,000 

0.23 
N.D.～1,700 

9.5 
N.D.～2,000 

0.34 
N.D.～2,000 

カフェイン 
中央値 
範 囲 

1,500 
14～27,000 

2,100 
4.6～24,000 

2,000 
3.0～13,000 

1,900 
3.0～27,000 

8-OHdG 
中央値 
範 囲 

3.2 
1.6～7.1 

3.3 
1.5～6.1 

3.6 
1.5～6.8 

3.3 
1.5～7.1 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

0.23 
N.D.～250 

0.072 
N.D.～320 

0.057 
N.D.～3.3 

0.086 
N.D.～320 
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3.3.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の尿中の化学物質の測定結果を表 3.8 及び表 3.9 に示します。 

 

表 3.8 本年度と過年度の測定結果 その１ 

（μg/g Cr） 

（※） フタル酸エステル類、ビスフェノール A：420 人、有機リン系農薬：90 人、それ以外：170 人 
 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和元年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、

調査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパ

イロット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、

過年度の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

16 
3.7～5,200 

12 
2.5～180 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.6 
0.23～22 

1.9 
N.D.～13 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛ
ｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

8.3 
1.2～81 

6.8 
0.74～22 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍ
ｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

5.4 
0.37～35 

4.3 
0.36～13 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.53 
N.D.～200 

0.51 
N.D.～9.2 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.29 
N.D.～31 

0.25 
N.D.～30 

農
薬 

有機リン系農
薬 

ｱｾﾌｪｰﾄ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～11 

N.D. 
N.D.～0.54 

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.19 

全て N.D. 

ネオニコチノ
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.49 

N.D. 
N.D.～0.32 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.026 
N.D.～0.92 

N.D. 
N.D.～0.51 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.092 

N.D. 
N.D.～0.083 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.025 
N.D.～1.0 

0.058 
N.D.～2.5 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.14 
N.D.～3.0 

0.17 
N.D.～3.9 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.59 
N.D.～29 

0.30 
N.D.～23 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.65 

N.D. 
N.D.～1.9 

フェニルピラ
ゾール系農薬 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 

中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.027 

グリホサート
系農薬 

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 

ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 
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表 3.9 本年度と過年度の測定結果 その２ 

（μg/g Cr） 

（※）有機リン系農薬代謝物、ピレスロイド系農薬代謝物、トリクロサン：262 人、それ以外の農薬代謝物：170 人、
p-ニトロフェノール、パラベン類、コチニン、カフェイン、ベンゾフェノン 3：90 人、8-OHdG：30 人 

 
調査名 平成 23 年度    ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度     ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和元年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調

査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロ

ット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度

の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 

（87 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農薬
代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.5 
N.D.～140 

1.7 
N.D.～22 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.2 
N.D.～520 

3.7 
N.D.～710 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.6 
N.D.～110 

1.5 
N.D.～23 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～19 

N.D. 
N.D.～2.9 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物（3-ﾒﾁﾙ-4-
ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～30 

N.D. 
N.D.～6.3 

ピレスロイド系
農薬代謝物 

PBA 
（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

中央値 
範 囲 

0.33 
N.D.～21 

0.21 
N.D.～8.2 

DCCA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞ
ﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～26 

N.D. 
N.D.～12 

ネオニコチノイ

ド系農薬代謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 中央値 
範 囲 

0.15 
N.D.～73 

0.24 
0.022～39 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.0039 

N.D. 
N.D.～0.035 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 全て N.D. 

N.D. 
N.D.～0.10 

フェニルピラゾ

ール系農薬代謝

物 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｧｲﾄﾞ 中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙｽﾙﾌｫﾝ 中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.019 

N.D. 
N.D.～0.037 

グリホサート系

農薬代謝物 
ｱﾐﾉﾒﾁﾙﾘﾝ酸 中央値 

範 囲 
－ 全て N.D. 

そ
の
他 

p-ニトロフェノール 
中央値 
範 囲 

0.61 
N.D.～44 

0.98 
N.D.～6.9 

トリクロサン  
中央値 
範 囲 

0.97 
0.090～380 

0.11 
N.D.～14 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

72 
1.3～2,500 

49 
0.44～1,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

3.8 
N.D.～410 

2.5 
N.D.～190 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 中央値 
範 囲 

0.62 
N.D.～110 

0.24 
N.D.～230 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～87 

N.D. 
N.D.～53 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 全て N.D. 

N.D. 
N.D.～0.18 

コチニン  
中央値 
範 囲 

0.34 
N.D.～3,600 

0.34 
N.D.～2,000 

カフェイン  中央値 
範 囲 

1,900 
0.36～22,000 

1,900 
3.0～27,000 

8-OHdG  中央値 
範 囲 

4.1 
1.2～9.8 

3.3 
1.5～7.1 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～190 

0.086 
N.D.～320 
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II. 令和２年度化学物質の人へのばく露量モニタリング調査（パイロット調査）結果 
 
 

1. 調査の概要 

環境省環境保健部環境リスク評価室では、我が国における化学物質の人へのばく露量を把握し、環境

リスク評価や環境リスク管理施策の検討に資する基礎情報を得るため、継続的に「化学物質の人へのば

く露量モニタリング調査」を行い、データを集積しています。 

本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度から

は、調査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的と

したパイロット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃って

おらず、過年度の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

令和２年度は、全国３地域の一般環境地域の住民に対して以下のとおり調査を実施しました。 

・調査対象者のリクルート 

・対象者に対して説明会を開催し、調査趣旨について説明 

・血液、尿の試料を採取し、化学物質の濃度を測定 

・食習慣、喫煙歴等に関するアンケート調査を実施 

本調査は、「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査検討会」（座長：上島通浩 名古屋市立大学

教授）において調査を設計しました。 
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2. 調査の方法 

2.1 対象地域、対象者、試料採取 

2.1.1 調査対象地域 

日本全国を５ブロック（北海道・東北ブロック、関東・甲信越ブロック、東海・北陸・近畿ブ

ロック、中国・四国ブロック、九州・沖縄ブロック）に分け、そのうちの３ブロックを選定し、

大都市（人口 50 万人以上の都市）１地域と中小都市（人口 50 万人未満の都市）２地域を選定し

て調査を行いました。 

 

本年度の調査対象地域は以下のとおりです。 

・北海道・東北ブロック   （中小都市） 

・東海・北陸・近畿ブロック （大都市） 

・九州・沖縄ブロック    （中小都市） 

 

2.1.2 調査対象者の選定方法 

 原則として、以下の条件を満たす地域住民を対象としました。 

・年齢 20 歳以上 

・血液採取により健康に支障をきたさないこと 等 

   また、各調査対象地域において、以下の方法により調査対象者を募集しました。 

  ・地域情報誌による募集      （北海道・東北ブロック） 

  ・大学の掲示板による募集     （東海・北陸・近畿ブロック） 

  ・登録モニターによる募集     （九州・沖縄ブロック） 

 

2.1.3 対象者数・平均年齢 

 対象者数を表 2.1 に示します。対象者数は 80 人、平均年齢は 39.7 歳でした。 

 

表 2.1 対象者数 

地域分類 
対象者数（人） 平均年齢（歳） 

計 男性 女性 計 男性 女性 

北海道・東北ブロック 

（中小都市） 
35 10 25 46.3 43.7 47.4 

東海・北陸・近畿ブロック 

（大都市） 
21  5 16 22.7 26.2 21.6 

九州・沖縄ブロック 

（中小都市） 
24 12 12 44.9 46.9 42.8 

総計 80 27 53 39.7 41.9 38.5 
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2.1.4 説明会・試料採取 

調査対象地域ごとに会議室等の会場に対象者に集まっていただき、調査内容の説明会を開催

しました。検討会委員より調査内容の説明がなされ、同意書を受領しました。その後、採血や尿

試料の受取を行いました。試料採取方法を表 2.2 に、試料採取日程を表 2.3 に示します。 

 

表 2.2 試料採取方法 

媒体 採取方法 

血液 医師の立会いの下、看護師・臨床検査技師等の有資格者により、採血した。 

尿 容器を事前にお渡しし、採血日の起床してから最初の尿を採尿いただいた。 

 

表 2.3 試料採取日程 

地域分類 説明会・採血・採尿・生活状況調査 

北海道・東北ブロック（中小都市） 令和 3 年 1 月 30 日 

東海・北陸・近畿ブロック（大都市） 令和 3 年 1 月 23 日 

九州・沖縄ブロック（中小都市） 令和 3 年 2 月 6 日 
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2.2 化学物質の分析 

2.2.1 対象化学物質と検体数 

 本調査の対象化学物質と検体数を表 2.4 に示します。血液、尿の２媒体について、有機フッ素

化合物、金属類等の化学物質を対象としました。 

 

表 2.4 対象化学物質と媒体 

分類 化学物質名 血液 尿 

有機フッ素化合物 有機フッ素化合物 80  

金属類 

総水銀 80  

鉛 80  

カドミウム 80 80 

総ヒ素 80 80 注 

銅 80  

セレン 80  

亜鉛 80  

マンガン 80  

可塑剤 
フタル酸モノエステル類  80 

ビスフェノール A  80 

農薬 

有機リン系農薬  80 

ネオニコチノイド系農薬  80 

フェニルピラゾール系農薬  80 

農薬系代謝物 

有機リン系農薬代謝物  80 

ピレスロイド系農薬代謝物  80 

ネオニコチノイド系農薬代謝物  80 

その他 

p-ニトロフェノール  80 

トリクロサン  80 

パラベン類  80 

コチニン  80 

カフェイン  80 

8-OHdG  80 

ベンゾフェノン 3  80 

注 尿のヒ素は形態別ヒ素を測定した。 
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2.2.2 分析方法 

 化学物質の分析方法の概要と検出下限値を表 2.5 及び表 2.6 に示します。 

 

表 2.5 血液試料の分析法概要 

分類 化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

有機フッ素

化合物 

有機フッ素

化合物 

溶媒抽出-

LC/MS/MS 法 

PFHxA 

PFHpA 

PFOA 

PFNA 

PFDA 

PFUdA 

PFDoA 

PFTrDA 

PFTeDA 

PFHxS 

PFOS 

PFDS 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

0.11 

0.15 

0.17 

0.13 

0.14 

0.15 

0.15 

0.17 

0.15 

0.14 

0.096 

0.12 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

金属類 金属類 ICP-MS 法 

総水銀 0.048 ng/mL 

鉛 0.13 ng/mL 

カドミウム 0.024 ng/mL 

総ヒ素 0.090 ng/mL 

銅 2.8 ng/mL 

セレン 4.4 ng/mL 

亜鉛 13 ng/mL 

マンガン 0.32 ng/mL 
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表 2.6 尿試料の分析法概要 

分
類 

化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

金
属
類 

カドミウム ICP-MS 法 － 0.017 ng/mL 

形態別ヒ素 LC-ICP-MS 法 

As (V)（5 価ヒ素）  

As (III)（3 価ヒ素） 

MMA（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸）   

DMA（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

AB（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

0.084 

0.17 

0.097 

0.077 

0.16 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

可
塑
剤 

フタル酸モノエステル類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

MBP （ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

MEHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

MBzP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

MEOHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍｷｼﾙ） 

MEHHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

0.035 

0.033 

0.033 

0.028 

0.037 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ビスフェノール A 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.034 ng/mL 

農
薬 

有機リン系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ｱｾﾌｪｰﾄ 

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 

0.060 

0.071 

ng/mL 

ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 

0.0094 

0.0080 

0.0081 

0.0094 

0.0099 

0.0094 

0.0087 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

フェニルピラゾール系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ  0.0065 ng/mL 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農薬代謝物 

固相抽出-

LC/MS/MS 法 

DMP（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

DEP（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

DMTP（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

DETP（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

0.21 

0.56 

0.29 

0.067 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

固相抽出-

LC/MS/MS 法 
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物（3-ﾒﾁﾙ-4-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 0.13 ng/mL 

ピレスロイド系農薬代謝物 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

PBA （ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

DCCA（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸） 

0.070 

0.23 

ng/mL 

ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬 

代謝物 

固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

0.0093 

0.0070 

0.0093 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

そ
の
他 

p-ニトロフェノール 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.41 ng/mL 

トリクロサン 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.029 ng/mL 

パラベン類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

0.27 

0.25 

0.087 

0.056 

0.028 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

コチニン LC/MS/MS 法 － 0.13 ng/mL 

カフェイン LC/MS/MS 法 － 0.19 ng/mL 

8-OHdG LC/MS/MS 法 － 0.14 ng/mL 

ベンゾフェノン 3 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.078 ng/mL 
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3. 調査の結果 

3.1 有機フッ素化合物の測定結果 

3.1.1 血液中有機フッ素化合物 

血液中有機フッ素化合物濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.1 に示します。なお、本調査

は全血中の有機フッ素化合物濃度を測定しています。 

 

表 3.1 血液中有機フッ素化合物濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 
北海道東北 

ブロック・中小都市 
（35 人） 

東海北陸近畿 
ブロック・大都市 

（21 人） 

九州沖縄 
ブロック・中小都市 

（24 人） 

 
全対象者 
（80 人） 

PFHxA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.0043 
0.025 

N.D. 
N.D.～1.5 

全て N.D. 全て N.D. 

0.0019 
0.017 

N.D. 
N.D.～0.15 

PFOA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.86 
0.38 
0.77 

0.28～1.9 

1.0 
0.61 
0.85 

0.58～3.4 

0.70 
0.35 
0.70 

N.D.～1.8 

0.86 
0.45 
0.77 

N.D.～3.4 

PFNA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.71 
0.47 
0.58 

0.22～2.1 

0.69 
0.36 
0.57 

0.31～1.9 

0.51 
0.24 
0.52 

0.21～1.3 

0.64 
0.39 
0.53 

0.21～2.1 

PFDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.24 
0.22 
0.21 

N.D.～0.85 

0.23 
0.15 
0.23 

N.D.～0.63 

0.16 
0.12 
0.19 

N.D.～0.39 

0.21 
0.18 
0.21 

N.D.～0.85 

PFUdA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.70 
0.41 
0.54 

0.22～1.8 

0.70 
0.32 
0.63 

0.26～1.6 

0.54 
0.26 
0.52 

0.16～1.1 

0.65 
0.35 
0.57 

0.16～1.8 

PFDoA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFTrDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.078 
0.12 

N.D. 
N.D.～0.42 

0.053 
0.10 

N.D. 
N.D.～0.30 

0.048 
0.095 

N.D. 
N.D.～0.27 

0.062 
0.11 

N.D. 
N.D.～0.42 

PFTeDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHxS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.24 
0.18 
0.22 

N.D.～0.74 

0.20 
0.11 
0.21 

N.D.～0.43 

0.20 
0.19 
0.18 

N.D.～0.81 

0.22 
0.17 
0.21 

N.D.～0.81 

PFOS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.3 
0.86 
1.0 

0.48～4.2 

1.6 
0.92 
1.4 

0.57～4.0 

1.3 
0.74 
1.2 

0.49～4.0 

1.4 
0.84 
1.2 

0.48～4.2 

PFDS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
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3.1.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の有機フッ素化合物濃度の測定結果を表 3.2 に示します。なお、本調査は全

血中の有機フッ素化合物濃度を測定しています。 

 

表 3.2 本年度と過年度の測定結果 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 
平成 20 年度 
～平成 22 年度 
（609 人） 

平成 23 年度 
～平成 28 年度 

（PFOS, PFOA：406 人） 
（それ以外 ：320 人） 

令和２年度 
（80 人） 

PFHxA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.018 
 0.0085 

N.D. 
N.D. ～ 1.2 

0.0019 
0.017 
N.D. 

N.D. ～ 0.15 

PFOA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.0 
2.9 
2.1 

0.37 ～ 25 

2.2 
1.8 
1.8 

0.27 ～ 13 

0.86 
0.45 
0.77 

N.D. ～ 3.4 

PFNA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.5 
 0.96 

1.3 
0.30 ～ 7.7 

0.64 
0.39 
0.53 

0.21 ～ 2.1 

PFDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.60 
0.37 
0.51 

N.D. ～ 2.7 

0.21 
0.18 
0.21 

N.D. ～ 0.85 

PFUdA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.4 
 0.95 

1.2 
0.13 ～ 6.4 

0.65 
0.35 
0.57 

0.16 ～ 1.8 

PFDoA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.16 
0.14 
0.14 

N.D. ～ 0.89 

全て N.D. 

PFTrDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.46 
0.36 
0.38 

N.D. ～ 2.7 

0.062 
0.11 
N.D. 

N.D. ～ 0.42 

PFTeDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.012 
0.052 

N.D. 
N.D. ～ 0.41 

全て N.D. 

PFHxS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.41 
0.31 
0.35 

N.D. ～ 1.8 

0.22 
0.17 
0.21 

N.D. ～ 0.81 

PFOS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.8 
9.2 
5.8 

0.73 ～ 150 

4.1 
2.7 
3.5 

0.29 ～ 17 

1.4 
0.84 
1.2 

0.48 ～ 4.2 

PFDS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.00055 
0.0057 

N.D. 
N.D. ～ 0.065 

全て N.D. 

調査名 平成 20～22 年度 ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調

査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロ

ット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度

の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.2 金属類の測定結果 

3.2.1 血液中金属類 

血液中金属類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.3 に示します。 

 

表 3.3 血液中金属類濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック・中小都市 

（35 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（21 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（24 人） 

 

全対象者 

（80 人） 

総水銀  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

   6.6 
   3.2 
   6.4 

1.5～15 

   8.5 
   4.3 
   8.9 

1.7～18 

   5.2 
   2.3 
   5.2 
1.6～ 9.9 

   6.7 
   3.5 
   6.4 

1.5～18 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

   9.7 
   5.8 
   7.8 

3.5～31 

   6.4 
   2.7 
   5.4 

3.3～12 

   8.9 
   2.6 
   9.1 

4.0～14 

   8.6 
   4.5 
   7.6 

3.3～31 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

    0.89 
    0.41 
    0.86 

0.34～2.3 

    0.45 
    0.21 
    0.41 

0.17～1.0 

    0.88 
    0.60 
    0.82 

0.18～3.0 

    0.77 
    0.47 
    0.68 

0.17～3.0 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

   4.1 
   2.8 
   3.2 
0.99～13 

   4.1 
   2.2 
   4.1 

1.4～8.2 

   5.2 
   5.1 
   2.9 
0.91～23 

   4.4 
   3.5 
   3.2 
0.91～23 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

830 
110 
800 

650～1,200 

760 
 66 
750 

660～930 

830 
150 
810 

640～1,100 

810 
120 
790 

640～1,200 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

190 
 27 
190 

140～270 

190 
 25 
190 

150～250 

190 
25 

180 
140～240 

190 
 26 
180 

140～270 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6,100 
 670 

6,300 
4,800～7,600 

6,200 
 900 

6,300 
4,900～8,300 

6,200 
730 

6,200 
4,700～7,500 

6,200 
 740 

6,300 
4,700～8,300 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

13 
    5.6 

12 
8.0～41 

14 
    3.5 

14 
8.6～24 

14 
   5.1 

12 
7.2～25 

14 
   4.9 

12 
7.2～41 
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3.2.2 尿中金属類 

尿中のカドミウム濃度及び形態別ヒ素濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.4 に示します。

なお、濃度はクレアチニン補正したものを示しています。 

 

表 3.4 尿中金属類濃度統計値 

（μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック・中小都市 

（35 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・大都市 

（21 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（24 人） 

 

全対象者 

（80 人） 

カドミウム  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.83 
0.46 
0.68 

0.26～1.7 

0.21 
0.15 
0.20 

0.066～0.76 

0.60 
0.42 
0.60 

0.096～1.9 

0.60 
0.46 
0.48 

0.066～1.9 

ヒ
素 

As (V) 
（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.35 
0.52 
0.20 

N.D.～2.8 

0.98 
3.2 
0.24 

0.088～15 

0.18 
0.15 
0.17 

N.D.～0.57 

0.47 
1.7 
0.21 

N.D.～15 

As (III) 
（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.6 
0.92 
1.2 

0.35～4.7 

2.0 
2.0 
1.7 

0.61～9.8 

1.3 
0.93 
1.0 

0.30～3.5 

1.6 
1.3 
1.2 

0.30～9.8 

MMA 
（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.3 
1.9 
1.6 

0.33～9.4 

2.1 
1.1 
2.0 

0.63～4.8 

1.4 
0.88 
1.2 

0.52～4.6 

2.0 
1.5 
1.6 

0.33～9.4 

As(V)+As(III)+ 
MMA 注１ 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

4.2 
3.0 
3.1 

0.79～15 

5.1 
5.9 
3.8 

1.5～30 

2.8 
1.8 
2.3 

0.97～7.4 

4.0 
3.8 
2.9 

0.79～30 

DMA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

31 
22 
22 

7.6～94 

24 
13 
17 

8.5～48 

20 
16 
15 

6.4～70 

26 
18 
19 

6.4～94 

AB 
（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

37 
47 
22 

1.1～220 

66 
180 

14 
2.2～820 

73 
140 

17 
3.8～500 

55 
120 

19 
1.1～820 

注１ As (V)と As (III)と MMA の合計値。摂取した無機ヒ素量を表す指標。 
注２ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
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3.2.3 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の金属類の測定結果を表 3.5 及び表 3.6 に示します。 

 

表 3.5 本年度と過年度の測定結果 （血液） 
（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～平成 28 年度  

（総水銀：490 人） 

（マンガン：320 人） 

（それ以外：404 人） 

令和２年度 

（80 人） 

総水銀 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

9.7 
5.8 
8.3 

1.3～41 

6.7 
3.5 
6.4 

1.5～18 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

13 
5.6 

11 
4.3～54 

8.6 
4.5 
7.6 

3.3～31 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.2 
0.69 
1.0 

0.25～6.2 

0.77 
0.47 
0.68 

0.17～3.0 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.6 
8.9 
5.4 

0.70～110 

4.4 
3.5 
3.2 

0.91～23 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

850 
120 
840 

550～1,500 

810 
120 
790 

640～1,200 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

190 
35 

190 
110～480 

190 
26 

180 
140～270 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6,300 
820 

6,300 
3,700～8,600 

6,200 
740 

6,300 
4,700～8,300 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

14 
4.7 

13 
5.8～53 

14 
4.9 

12 
7.2～41 

調査名 平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調
査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロッ
ト調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の
測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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表 3.6 本年度と過年度の測定結果 （尿） 
  （μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～ 

平成 28 年度 

（420 人） 

平成 30 年度 

・ 

令和元年度 

（87 人） 

令和２年度 

（80 人） 

カドミウム 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

0.94 

0.63 

0.74 

0.11～4.7 

0.62 

0.45 

0.52 

N.D.～2.4 

0.60 

0.46 

0.48 

0.066～1.9 

ヒ
素 

As (V) 

（五価ヒ素） 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

0.16 

0.39 

N.D. 

N.D.～2.9 

0.43 

0.77 

0.22 

N.D.～6.5 

0.47 

1.7 

0.21 

N.D.～15 

As (III) 

（三価ヒ素） 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

1.5 

1.2 

1.4 

N.D.～15 

0.92 

0.74 

0.87 

N.D.～4.5 

1.6 

1.3 

1.2 

0.30～9.8 

MMA 

(ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

2.0 

1.4 

1.8 

N.D.～13 

1.3 

0.74 

1.2 

0.14～3.8 

2.0 

1.5 

1.6 

0.33～9.4 

DMA 

(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

37 

25 

29 

6.2～170 

22 

18 

18 

2.9～140 

26 

18 

19 

6.4～94 

AB 

(ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ) 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

110 

210 

44 

2.1～2,300 

75 

230 

22 

1.6～1,700 

55 

120 

19 

1.1～820 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和２年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 
 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調

査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロ

ット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度

の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.3 可塑剤、農薬・農薬代謝物、その他化学物質の測定結果 

3.3.1 尿中化学物質 

尿中の化学物質濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.7 及び表 3.8 に示します。 

 

表 3.7 尿中化学物質濃度統計値 その１ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満  

分
類 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック・ 

中小都市 

（35 人） 

東海北陸近畿 

ブロック・ 

大都市 

（21 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（24 人） 

 

 

全対象者 

（80 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ

エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

12 
4.5～58 

11 
4.9～28 

13 
3.4～30 

12 
3.4～58 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.6 
0.47～8.8 

2.9 
0.73～6.5 

4.6 
0.66～11 

3.0 
0.47～11 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛ
ｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

4.1 
1.8～18 

4.8 
0.96～12 

5.4 
2.2～14 

4.8 
0.96～18 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍ
ｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

3.0 
1.4～16 

3.9 
1.3～7.8 

4.1 
1.9～11 

3.8 
1.3～16 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.38 
N.D.～6.1 

0.81 
N.D.～27 

0.45 
N.D.～2.2 

0.54 
N.D.～27 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.17 
N.D.～1.4 

0.17 
0.052～0.60 

0.21 
0.062～1.8 

0.19 
N.D.～1.8 

農
薬 

有機リン系 

農薬 

ｱｾﾌｪｰﾄ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ネオニコチノ

イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.82 

N.D. 
N.D.～0.46 

N.D. 
N.D.～0.014 

N.D. 
N.D.～0.82 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.021 
N.D.～0.42 

0.017 
N.D.～0.099 

0.015 
N.D.～0.12 

0.020 
N.D.～0.42 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.029 
N.D.～0.36 

0.053 
N.D.～18 

0.043 
N.D.～0.61 

0.041 
N.D.～18 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.16 
N.D.～1.0 

0.29 
0.033～6.7 

0.11 
N.D.～1.6 

0.16 
N.D.～6.7 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.86 
0.011～21 

0.60 
0.035～22 

0.71 
0.0079～23 

0.73 
0.0079～23 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.0096 
N.D. 

N.D.～0.050 
N.D. 

N.D.～0.050 

フェニルピラ

ゾール系農薬 
ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 

中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.8 尿中化学物質濃度統計値 その２ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック・ 

中小都市 

（35 人） 

東海北陸近畿
ブロック・ 

大都市 

（21 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（24 人） 

 

 

全対象者 

（80 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系 

農薬代謝物 

DMP 

（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 
中央値 
範 囲 

1.3 
0.32～19 

1.8 
0.45～7.8 

1.5 
0.24～5.6 

1.5 
0.24～19 

DEP 

（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 
中央値 
範 囲 

3.2 
N.D.～190 

2.4 
0.46～39 

1.6 
N.D.～20 

2.5 
N.D.～190 

DMTP 

（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 
中央値 
範 囲 

2.4 
N.D.～36 

1.8 
0.34～42 

1.3 
N.D.～26 

1.8 
N.D.～42 

DETP 

（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 
中央値 
範 囲 

0.14 
N.D.～2.4 

0.18 
N.D.～4.6 

0.024 
N.D.～0.96 

0.11 
N.D.～4.6 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物 

（3-ﾒﾁﾙ-4-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～5.6 

0.11 
N.D.～1.4 

N.D. 
N.D.～1.1 

N.D. 
N.D.～5.6 

ピレスロイド

系農薬代謝物 

PBA 

（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 
中央値 
範 囲 

0.30 
0.11～4.7 

0.35 
0.12～7.0 

0.38 
N.D.～4.0 

0.32 
N.D.～7.0 

DCCA 

（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞ

ﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

0.36 
N.D.～4.7 

0.35 
N.D.～5.5 

0.32 
N.D.～6.0 

0.36 
N.D.～6.0 

ネオニコチノ

イド系農薬代

謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.75 
0.0096～8.5 

0.13 
0.010～4.2 

0.21 
0.020～11 

0.26 
0.0096～11 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.020 

N.D. 
N.D.～0.0020 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.035 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.048 
全て N.D. 

N.D. 
N.D.～0.048 

そ
の
他 

p-ニトロフェノール 
中央値 
範 囲 

0.64 
N.D.～2.2 

1.1 
0.39～2.3 

0.68 
N.D.～4.4 

0.74 
N.D.～4.4 

トリクロサン 
中央値 
範 囲 

0.13 
N.D.～20 

0.14 
0.035～1.0 

0.14 
0.041～9.7 

0.14 
N.D.～20 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

100 
1.8～800 

250 
4.5～1,100 

45 
1.4～740 

110 
1.4～1,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

1.8 
N.D.～230 

0.65 
N.D.～32 

1.2 
N.D.～150 

1.1 
N.D.～230 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.49 
N.D.～160 

0.39 
N.D.～17 

0.21 
N.D.～99 

0.40 
N.D.～160 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～9.9 

N.D. 
N.D.～190 

0.17 
N.D.～47 

N.D. 
N.D.～190 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.053 

全て N.D. 全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.053 

コチニン  
中央値 
範 囲 

0.26 
0.087～1,800 

0.12 
N.D.～0.67 

0.31 
0.10～1,200 

0.23 
N.D.～1,800 

カフェイン  
中央値 
範 囲 

1,000 
56～12,000 

270 
17～6,700 

2,000 
11～11,000 

1,100 
11～12,000 

8-OHdG  
中央値 
範 囲 

4.0 
1.2～8.8 

3.2 
1.2～5.3 

4.0 
1.2～6.5 

3.6 
1.2～8.8 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～1.2 

0.024 
N.D.～0.35 

N.D. 
N.D.～0.48 

N.D. 
N.D.～1.2 
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3.3.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の尿中の化学物質の測定結果を表 3.9 及び表 3.10 に示します。 

 

表 3.9 本年度と過年度の測定結果 その１ 

（μg/g Cr） 

（※）フタル酸エステル類、ビスフェノール A：420 人、有機リン系農薬：90 人、それ以外：170 人 
 
調査名 平成 23 年度    ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度   ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和２年度：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 
 

注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として

実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や

他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～ 

平成 28 年度 

（※） 

平成 30 年度 

・ 

令和元年度 

（87 人） 

 

 

令和２年度 

（80 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

16 
3.7～5,200 

12 
2.5～180 

12 
3.4～58 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.6 
0.23～22 

1.9 
N.D.～13 

3.0 
0.47～11 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

8.3 
1.2～81 

6.8 
0.74～22 

4.8 
0.96～18 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸ
ｿﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

5.4 
0.37～35 

4.3 
0.36～13 

3.8 
1.3～16 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.53 
N.D.～200 

0.51 
N.D.～9.2 

0.54 
N.D.～27 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.29 
N.D.～31 

0.25 
N.D.～30 

0.19 
N.D.～1.8 

農
薬 

有機リン系 
農薬 

ｱｾﾌｪｰﾄ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～11 

N.D. 
N.D.～0.54 

全て N.D. 

ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.19 

全て N.D. 全て N.D. 

ネオニコチノ
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.49 

N.D. 
N.D.～0.32 

N.D. 
N.D.～0.82 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.026 
N.D.～0.92 

N.D. 
N.D.～0.51 

0.020 
N.D.～0.42 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.092 

N.D. 
N.D.～0.083 

全て N.D. 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.025 
N.D.～1.0 

0.058 
N.D.～2.5 

0.041 
N.D.～18 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.14 
N.D.～3.0 

0.17 
N.D.～3.9 

0.16 
N.D.～6.7 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.59 
N.D.～29 

0.30 
N.D.～23 

0.73 
0.0079～23 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.65 

N.D. 
N.D.～1.9 

N.D. 
N.D.～0.050 

フェニルピラ
ゾール系農薬 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.027 
全て N.D. 
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表 3.10 本年度と過年度の測定結果 その２ 

（μg/g Cr） 

（※）有機リン系農薬代謝物、ピレスロイド系農薬代謝物、トリクロサン：262 人、ネオニコチノイド系農薬代謝物：
170 人、p-ニトロフェノール、パラベン類、コチニン、カフェイン、ベンゾフェノン 3：90 人、8-OHdG：30 人 

 
調査名 平成 23 年度    ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度   ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和２年度：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査とし

て実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較

や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

 

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

 
 

令和２年度 

（80 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農薬
代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 

範 囲 

2.5 

N.D.～140 

1.7 

N.D.～22 

1.5 

0.24～19 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 

範 囲 

3.2 

N.D.～520 

3.7 

N.D.～710 

2.5 

N.D.～190 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 

範 囲 

3.6 

N.D.～110 

1.5 

N.D.～23 

1.8 

N.D.～42 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～19 

N.D. 

N.D.～2.9 

0.11 

N.D.～4.6 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ代謝物（3-ﾒﾁﾙ-4 
-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ） 

中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～30 
N.D. 

N.D.～6.3 

N.D. 

N.D.～5.6 

ピレスロイド系
農薬代謝物 

PBA 
（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

中央値 

範 囲 

0.33 

N.D.～21 

0.21 

N.D.～8.2 

0.32 

N.D.～7.0 

DCCA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞ
ﾝ酸） 

中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～26 

N.D. 

N.D.～12 

0.36 

N.D.～6.0 

ネオニコチノイ
ド系農薬代謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 

範 囲 

0.15 

N.D.～73 
0.24 

0.022～39 

0.26 

0.0096～11 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～0.0039 
N.D. 

N.D.～0.035 

N.D. 

N.D.～0.035 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 

範 囲 
全て N.D. 

N.D. 

N.D.～0.10 

N.D. 

N.D.～0.048 

そ
の
他 

p-ニトロフェノール 
中央値 

範 囲 

0.61 

N.D.～44 

0.98 

N.D.～6.9 

0.74 

N.D.～4.4 

トリクロサン  
中央値 

範 囲 

0.97 

0.090～380 

0.11 

N.D.～14 

0.14 

N.D.～20 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 

範 囲 

72 

1.3～2,500 
49 

0.44～1,100 

110 

1.4～1,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 

範 囲 

3.8 

N.D.～410 
2.5 

N.D.～190 

1.1 

N.D.～230 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 

範 囲 

0.62 

N.D.～110 
0.24 

N.D.～230 

0.40 

N.D.～160 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～87 
N.D. 

N.D.～53 

N.D. 

N.D.～190 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 

範 囲 
全て N.D. 

N.D. 

N.D.～0.18 

N.D. 

N.D.～0.053 

コチニン  
中央値 

範 囲 

0.34 

N.D.～3,600 
0.34 

N.D.～2,000 

0.23 

N.D.～1,800 

カフェイン  
中央値 

範 囲 

1,900 

0.36～22,000 
1,900 

3.0～27,000 

1,100 

11～12,000 

8-OHdG  
中央値 

範 囲 

4.1 

1.2～9.8 
3.3 

1.5～7.1 

3.6 

1.2～8.8 

ベンゾフェノン 3 
中央値 

範 囲 

N.D. 

N.D.～190 
0.086 

N.D.～320 

N.D. 

N.D.～1.2 
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III. 令和３年度化学物質の人へのばく露量モニタリング調査（パイロット調査）結果 
 

1. 調査の概要 

環境省環境保健部環境リスク評価室では、我が国における化学物質の人へのばく露量を把握し、環境リ

スク評価や環境リスク管理施策の検討に資する基礎情報を得るため、継続的に「化学物質の人へのばく露

量モニタリング調査」を行い、データを集積しています。 

本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度から

は、調査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的と

したパイロット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃って

おらず、過年度の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

令和３年度は、全国３地域の一般環境地域の住民に対して以下のとおり調査を実施しました。 

・調査対象者のリクルート 

・対象者に対して説明会を開催し、調査趣旨について説明 

・血液、尿の試料を採取し、化学物質の濃度を測定 

・食習慣、喫煙歴等に関するアンケート調査を実施 

本調査は、「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査検討会」（座長：上島通浩 名古屋市立大学教

授）において調査を設計しました。 
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2. 調査の方法 

2.1 対象地域、対象者、試料採取 

2.1.1 調査対象地域 

日本全国を５ブロック（北海道・東北ブロック、関東・甲信越ブロック、東海・北陸・近畿ブ

ロック、中国・四国ブロック、九州・沖縄ブロック）に分け、そのうちの３ブロックを選定し、

大都市（人口 50 万人以上の都市）１地域と中小都市（人口 50 万人未満の都市）２地域を選定し

て調査を行いました。 

 

令和３年度の調査対象地域は以下のとおりです。 

・関東・甲信越ブロック（大都市） 

・中国・四国ブロック  （中小都市） 

・九州・沖縄ブロック  （中小都市） 

 

2.1.2 調査対象者の選定方法 

 原則として、以下の条件を満たす地域住民を対象としました。 

・年齢 20 歳以上 

・血液採取により健康に支障をきたさないこと 等 

   また、各調査対象地域において、以下の方法により調査対象者を募集しました。 

  ・登録モニターによる募集   （関東・甲信越ブロック、中国・四国ブロック） 

  ・地域情報誌による募集                （中国・四国ブロック） 

  ・大学が設定したメーリングリストを用いた募集    （九州・沖縄ブロック） 

 

2.1.3 対象者数・平均年齢 

 対象者数を表 2.1 に示します。対象者数は 121 人、平均年齢は 43.2 歳でした。 

 

表 2.1 対象者数 

地域分類 
対象者数（人） 平均年齢（歳） 

計 男性 女性 計 男性 女性 

関東・甲信越ブロック 

（大都市） 
51 27 24 47.5 49.1 45.6 

中国・四国ブロック 

（中小都市） 
36 17 19 51.0 53.1 49.1 

九州・沖縄ブロック 

（中小都市） 
34 15 19 28.4 27.5 29.2 

総計 121 59 62 43.2 44.7 41.6 
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2.1.4 説明会・試料採取 

調査対象地域ごとに会議室等の会場に対象者に集まっていただき、調査内容の説明会を開催

しました。検討会委員より調査内容の説明がなされ、同意書を受領しました。その後、採血や尿

試料の受取を行いました。試料採取方法を表 2.2 に、試料採取日程を表 2.3 に示します。 

 

表 2.2 試料採取方法 

媒体 採取方法 

血液 医師の立会いの下、看護師・臨床検査技師等の有資格者により、採血した。 

尿 容器を事前にお渡しし、採血日の起床してから最初の尿を採尿いただいた。 

 

表 2.3 試料採取日程 

地域分類 説明会・採血・採尿・生活状況調査 

関東・甲信越ブロック（大都市） 令和 3 年 12 月 26 日 

中国・四国ブロック（中小都市） 令和 3 年 12 月 19 日 

九州・沖縄ブロック（中小都市） 令和 3 年 12 月 12 日 
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2.2 化学物質の分析 

2.2.1 対象化学物質と検体数 

 本調査の対象化学物質と検体数を表 2.4 に示します。血液、尿の２媒体について、有機フッ素

化合物、金属類等の化学物質を対象としました。 

 

表 2.4 対象化学物質と媒体 

分類 化学物質名 血液注 1 尿注 1 

有機フッ素化合物 有機フッ素化合物 119  

金属類 

総水銀 119  

鉛 119  

カドミウム 119 121 

総ヒ素 119 121 注 2 

銅 119  

セレン 119  

亜鉛 119  

マンガン 119  

可塑剤 
フタル酸モノエステル類  121 

ビスフェノール A  121 

農薬 
ネオニコチノイド系農薬  121 

フェニルピラゾール系農薬  121 

農薬代謝物 

有機リン系農薬代謝物  121 

ピレスロイド系農薬代謝物  121 

ネオニコチノイド系農薬代謝物  121 

その他 

トリクロサン  121 

パラベン類  121 

コチニン  121 

ベンゾフェノン 3  121 

注１ ２名の対象者の採血ができなかったため、血液と尿の検体数は一致しない。 

注２ 尿のヒ素は形態別ヒ素を測定した。 
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2.2.2 分析方法 

 化学物質の分析方法の概要と検出下限値を表 2.5 及び表 2.6 に示します。 

 

表 2.5 血液試料の分析法概要 

分類 化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

有機フッ素

化合物 

有機フッ素

化合物 

溶媒抽出-

LC/MS/MS 法 

PFHxA  

PFHpA 

PFOA 

PFNA 

PFDA 

PFUdA 

PFDoA 

PFTrDA 

PFTeDA 

PFHxS  

PFOS 

PFDS 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

0.11 

0.15 

0.17  

0.13 

0.14 

0.15 

0.15 

0.17 

0.15  

0.14  

0.096 

0.12  

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

金属類 金属類 ICP-MS 法 

総水銀 0.098  ng/mL 

鉛 0.12  ng/mL 

カドミウム 0.015  ng/mL 

総ヒ素 0.070  ng/mL 

銅 2.3  ng/mL 

セレン 0.48  ng/mL 

亜鉛 16  ng/mL 

マンガン 0.40  ng/mL 
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表 2.6 尿試料の分析法概要 

分
類 

化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

金
属
類 

カドミウム ICP-MS 法 － 0.017 ng/mL 

形態別ヒ素 LC-ICP-MS 法 

As (V)（5 価ヒ素） 

As (III)（3 価ヒ素） 

MMA（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸） 

DMA（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

AB（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

0.084 

0.17 

0.097 

0.077 

0.16 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

可
塑
剤 

フタル酸モノエステル類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

MBP （ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

MEHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

MBzP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

MEOHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍｷｼﾙ） 

MEHHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

0.035 

0.033 

0.033 

0.028 

0.037 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ビスフェノール A 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.034 ng/mL 

農
薬 

ネオニコチノイド系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 

0.0094 

0.0080 

0.0081 

0.0094 

0.0099 

0.0094 

0.0087 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

フェニルピラゾール系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.0065 ng/mL 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農薬代謝物 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

DMP（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

DEP（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

DMTP（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

DETP（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

0.21 

0.57 

0.31 

0.12 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ピレスロイド系農薬代謝物 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

PBA （ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

DCCA（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸） 

0.070 

0.23 

ng/mL 

ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬 

代謝物 

固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

0.0093 

0.0070 

0.0093 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

そ
の
他 

トリクロサン 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.029 ng/mL 

パラベン類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

0.27 

0.25 

0.087 

0.056 

0.028 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

コチニン LC/MS/MS 法 － 0.13 ng/mL 

ベンゾフェノン 3 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.078 ng/mL 
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3. 調査の結果 

3.1 有機フッ素化合物の測定結果 

3.1.1 血液中有機フッ素化合物 

血液中有機フッ素化合物濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.1 に示します。本調査では全

血中の有機フッ素化合物濃度を測定しましたが、血漿中濃度を推定するため、ヘマトクリット

値を用いて換算しました。換算値を表 3.2 に示します。 

 

表 3.1 血液中有機フッ素化合物濃度統計値（全血中濃度） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（50 人） 

中国四国 

ブロック・中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（33 人） 

 

全対象者 

（119 人） 

PFHxA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.0030 
0.021 

N.D. 
N.D.～0.15 

全て N.D. 

0.0055 
0.031 

N.D. 
N.D.～0.18 

0.0028 
0.021 

N.D. 
N.D.～0.18 

PFOA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
0.59 
1.4 

0.58～3.5 

1.2 
0.53 
1.1 

0.23～2.5 

0.90 
0.34 
0.86 

0.43～2.1 

1.2 
0.56 
1.1 

0.23～3.5 

PFNA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.90 
0.36 
0.85 

0.40～2.0 

1.1 
0.60 
0.95 

0.26～3.0 

0.64 
0.24 
0.59 

0.36～1.4 

0.89 
0.46 
0.80 

0.26～3.0 

PFDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.23 
0.14 
0.22 

N.D.～0.54 

0.38 
0.23 
0.32 

N.D.～0.91 

0.25 
0.19 
0.21 

N.D.～1.1 

0.28 
0.19 
0.24 

N.D.～1.1 

PFUdA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.67 
0.33 
0.60 

0.20～1.5 

1.1 
0.71 
0.87 

0.41～3.2 

0.65 
0.33 
0.54 

0.30～1.9 

0.79 
0.51 
0.66 

0.20～3.2 

PFDoA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 

0.038 
0.088 

N.D. 
N.D.～0.31 

0.032 
0.11 
N.D 

N.D.～0.58 

0.020 
0.078 

N.D. 
N.D.～0.58 

PFTrDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.065 
0.14 

N.D. 
N.D.～0.61 

0.13 
0.19 

N.D. 
N.D.～0.80 

0.056 
0.13 

N.D. 
N.D.～0.46 

0.081 
0.15 

N.D. 
N.D.～0.80 

PFTeDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 

0.014 
0.061 

N.D. 
N.D.～0.32 

0.0039 
0.032 

N.D. 
N.D.～0.32 

PFHxS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.83 
1.1 
0.57 

0.15～6.3 

0.41 
0.32 
0.34 

N.D.～1.5 

0.31 
0.23 
0.24 

N.D.～1.1 

0.56 
0.79 
0.41 

N.D.～6.3 

PFOS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.9 
0.99 
1.8 

0.72～6.0 

2.9 
2.0 
2.3 

0.66～8.5 

1.6 
0.60 
1.5 

0.65～3.0 

2.1 
1.4 
1.8 

0.65～8.5 

PFDS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
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表 3.2 血液中有機フッ素化合物濃度統計値（ヘマトクリット換算値：血漿中濃度推定値） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（50 人） 

中国四国 

ブロック・中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（33 人） 

 

全対象者 

（119 人） 

PFHxA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.0056 
0.040 

N.D. 
N.D.～0.28 

全て N.D. 

0.0097 
0.056 

N.D. 
N.D.～0.32 

0.0050 
0.039 

N.D. 
N.D.～0.32 

PFOA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.8 
1.1 
2.6 

0.98～6.2 

2.1 
0.93 
2.1 

0.41～4.4 

1.7 
0.65 
1.6 

0.71～4.1 

2.2 
1.0 
2.0 

0.41～6.2 

PFNA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.7 
0.67 
1.6 

0.67～3.5 

2.0 
1.1 
1.7 

0.49～4.9 

1.2 
0.47 
1.1 

0.59～2.7 

1.6 
0.82 
1.5 

0.49～4.9 

PFDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.44 
0.27 
0.41 

N.D.～1.1 

0.67 
0.41 
0.56 

N.D.～1.8 

0.47 
0.35 
0.39 

N.D.～2.0 

0.52 
0.35 
0.44 

N.D.～2.0 

PFUdA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.3 
0.62 
1.1 

0.38～3.1 

1.9 
1.3 
1.6 

0.76～5.9 

1.2 
0.63 
0.99 

0.56～3.6 

1.4 
0.92 
1.2 

0.38～5.9 

PFDoA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 

0.067 
0.16 

N.D. 
N.D.～0.57 

0.059 
0.21 
N.D 

N.D.～1.1 

0.037 
0.14 

N.D. 
N.D.～1.1 

PFTrDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.12 
0.25 

N.D. 
N.D.～1.1 

0.22 
0.33 

N.D. 
N.D.～1.4 

0.10 
0.24 

N.D. 
N.D.～0.88 

0.15 
0.28 

N.D. 
N.D.～1.4 

PFTeDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 

0.026 
0.11 

N.D. 
N.D.～0.59 

0.0072 
0.059 

N.D. 
N.D.～0.59 

PFHxS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
2.1 
1.0 

0.25～11 

0.73 
0.55 
0.59 

N.D.～2.6 

0.58 
0.43 
0.43 

N.D.～2.1 

1.0 
1.4 
0.76 

N.D.～11 

PFOS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.6 
1.9 
3.3 

1.2～11 

5.2 
3.5 
4.1 

1.2～14 

2.9 
1.2 
2.7 

1.1～5.5 

3.9 
2.5 
3.4 

1.1～14 

PFDS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
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3.1.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の有機フッ素化合物濃度の測定結果について、全血中濃度を表 3.3 に、ヘマト

クリットを用いて換算した血漿中濃度を表 3.4 に示します。 

 

表 3.3 本年度と過年度の測定結果（全血中濃度） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 20 年度 

～平成 22 年度 

（609 人） 

平成 23 年度 

～平成 28 年度 

（PFOS, PFOA：406 人） 

（それ以外 ：320 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度 

（119 人） 

PFHxA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.018 
0.0085 

N.D. 
N.D. ～ 1.2 

0.0019 
0.017 

N.D. 
N.D. ～ 0.15 

0.0028 
0.021 

N.D. 
N.D.～0.18 

PFOA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.0 
2.9 
2.1 

0.37 ～ 25 

2.2 
1.8 
1.8 

0.27 ～ 13 

0.86 
0.45 
0.77 

N.D. ～ 3.4 

1.2 
0.56 
1.1 

0.23～3.5 

PFNA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.5 
0.96 
1.3 

0.30 ～ 7.7 

0.64 
0.39 
0.53 

0.21 ～ 2.1 

0.89 
0.46 
0.80 

0.26～3.0 

PFDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.60 
0.37 
0.51 

N.D. ～ 2.7 

0.21 
0.18 
0.21 

N.D. ～ 0.85 

0.28 
0.19 
0.24 

N.D.～1.1 

PFUdA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.4 
0.95 
1.2 

0.13 ～ 6.4 

0.65 
0.35 
0.57 

0.16 ～ 1.8 

0.79 
0.51 
0.66 

0.20～3.2 

PFDoA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.16 
0.14 
0.14 

N.D. ～ 0.89 

全て N.D. 

0.020 
0.078 

N.D. 
N.D.～0.58 

PFTrDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.46 
0.36 
0.38 

N.D. ～ 2.7 

0.062 
0.11 

N.D. 
N.D. ～ 0.42 

0.081 
0.15 

N.D. 
N.D.～0.80 

PFTeDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.012 
0.052 

N.D. 
N.D. ～ 0.41 

全て N.D. 

0.0039 
0.032 

N.D. 
N.D.～0.32 

PFHxS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.41 
0.31 
0.35 

N.D. ～ 1.8 

0.22 
0.17 
0.21 

N.D. ～ 0.81 

0.56 
0.79 
0.41 

N.D.～6.3 

PFOS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.8 
9.2 
5.8 

0.73 ～ 150 

4.1 
2.7 
3.5 

0.29 ～ 17 

1.4 
0.84 
1.2 

0.48 ～ 4.2 

2.1 
1.4 
1.8 

0.65～8.5 

PFDS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.00055 
0.0057 

N.D. 
N.D. ～ 0.065 

全て N.D. 全て N.D. 

調査名 平成 20～22 年度 ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～３年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 
 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査

協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調
査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果
との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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表 3.4 本年度と過年度の測定結果（ヘマトクリット換算値：血漿中濃度推定値）  

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 20 年度 

～平成 22 年度 

（609 人） 

平成 23 年度 

～平成 28 年度 

（PFOS, PFOA：406 人） 

（それ以外 ：320 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度 

（119 人） 

PFHxA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.032 
0.014 

N.D. 
N.D. ～ 2.0 

0.0034 
0.030 

N.D. 
N.D. ～ 0.27 

0.0050 
0.039 

N.D. 
N.D.～0.32 

PFOA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

5.6 
5.4 
3.0 

0.66 ～ 46 

4.1 
3.3 
3.3 

0.41 ～ 28 

1.5 
0.82 
1.4 

N.D. ～ 6.4 

2.2 
1.0 
2.0 

0.41～6.2 

PFNA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

2.8 
1.9 
2.4 

0.53 ～ 17 

1.2 
0.71 
0.97 

0.38 ～ 3.8 

1.6 
0.82 
1.5 

0.49～4.9 

PFDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.1 
0.67 
0.93 

N.D. ～ 4.7 

0.38 
0.32 
0.38 

N.D. ～ 1.6 

0.52 
0.35 
0.44 

N.D.～2.0 

PFUdA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

2.6 
1.7 
2.1 

0.23 ～ 11 

1.2 
0.60 
1.0 

0.33 ～ 3.0 

1.4 
0.92 
1.2 

0.38～5.9 

PFDoA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.28 
0.26 
0.26 

N.D. ～ 1.7 

全て N.D. 

0.037 
0.14 

N.D. 
N.D.～1.1 

PFTrDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.85 
0.65 
0.70 

N.D. ～ 5.1 

0.11 
0.19 

N.D. 
N.D. ～ 0.72 

0.15 
0.28 

N.D. 
N.D.～1.4 

PFTeDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.021 
0.094 

N.D. 
N.D. ～ 0.71 

全て N.D. 

0.0072 
0.059 

N.D. 
N.D.～0.59 

PFHxS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.75 
0.57 
0.66 

N.D. ～ 3.2 

0.40 
0.31 
0.38 

N.D. ～ 1.5 

1.0 
1.4 
0.76 

N.D.～11 

PFOS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

14 
17 
11 

1.3 ～ 280 

7.5 
4.9 
6.4 

0.48 ～ 33 

2.5 
1.5 
2.2 

0.79 ～ 7.6 

3.9 
2.5 
3.4 

1.1～14 

PFDS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.00098 
0.010 

N.D. 
N.D. ～ 0.12 

全て N.D. 全て N.D. 

調査名 平成 20～22 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～３年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査

協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調

査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果

との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.2 金属類の測定結果 

3.2.1 血液中金属類 

血液中金属類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.5 に示します。 

 

表 3.5 血液中金属類濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（50 人） 

中国四国ブロック・
中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（33 人） 

 

全対象者 

（119 人） 

総水銀  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.3 
5.4 
5.9 

0.77～29 

7.0 
5.3 
5.7 

0.83～28 

4.3 
2.5 
3.4 

0.89～11 

6.4 
4.8 
5.2 

0.77～29 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

9.1 
4.4 
8.3 

3.6～27 

9.9 
4.8 
8.3 

4.1～26 

6.8 
2.7 
5.9 

3.6～14 

8.7 
4.3 
7.7 

3.6～27 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.76 
0.43 
0.62 

0.21～2.2 

0.70 
0.33 
0.65 

0.26～1.6 

0.39 
0.20 
0.38 

0.16～0.83 

0.64 
0.38 
0.54 

0.16～2.2 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.6 
2.5 
3.1 

0.52～15 

4.8 
4.0 
3.3 

0.79～18 

3.4 
2.9 
2.9 

0.57～17 

3.9 
3.1 
3.1 

0.52～18 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

860 
140 
830 

660～1,400 

830 
120 
810 

680～1,300 

850 
180 
800 

720～1,500 

850 
150 
810 

660～1,500 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

190 
24 

180 
150～240 

190 
34 

180 
130～330 

160 
20 

160 
140～230 

180 
28 

180 
130～330 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6,400 
840 

6,300 
4,900～9,600 

6,000 
710 

6,000 
4,200～7,500 

6,100 
570 

6,200 
4,900～7,000 

6,200 
750 

6,200 
4,200～9,600 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

12 
3.4 

12 
5.6～21 

13 
4.7 

12 
6.8～28 

13 
4.1 

12 
6.3～22 

13 
4.0 

12 
5.6～28 
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3.2.2 尿中金属類 

尿中のカドミウム濃度及び形態別ヒ素濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.6 に示します。

なお、濃度はクレアチニン補正したものを示しています。 

 

表 3.6 尿中金属類濃度統計値 

（μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・大都市 

（51 人） 

中国四国 

ブロック・中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・中小都市 

（34 人） 

 

全対象者 

（121 人） 

カドミウム  

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.67 
 0.49 
 0.52 

0.12～2.1 

0.69 
0.44 
0.51 

0.12～1.9 

 0.29 
 0.24 
 0.24 

0.042～1.2 

0.57 
0.45 
0.43 

0.042～2.1 

ヒ
素 

As (V) 
（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.21 
 0.27 
 0.15 

N.D.～1.8 

 0.23 
 0.25 
 0.19 

N.D.～1.4 

 0.25 
 0.48 
 0.15 

N.D.～2.9 

0.22 
0.34 
0.16 

N.D.～2.9 

As (III) 
（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.2 
 0.65 

1.0 
0.32～3.7 

1.2 
 0.63 

1.2 
N.D.～2.6 

1.3 
 0.93 

1.2 
0.30～5.0 

1.2 
 0.73 

1.1 
N.D.～5.0 

MMA 
（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.3 
 0.63 

1.1 
0.44～2.9 

1.4 
 0.80 

1.3 
0.24～3.5 

1.4 
 0.94 

1.2 
0.49～5.7 

1.4 
 0.77 

1.2 
0.24～5.7 

As(V)+As(III)+ 
MMA 注１ 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.7 
1.2 
2.5 

0.88～6.8 

2.8 
1.5 
2.8 

0.24～6.4 

3.0 
2.3 
2.7 

1.0～14 

2.8 
1.7 
2.7 

0.24～14 

DMA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

21 
9.9 

21 
4.7～46 

30 
27 
22 

7.3～140 

20 
16 
14 

5.4～86 

23 
19 
20 

4.7～140 

AB 
（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

43 
 80 

20 
1.3～530 

110 
250 

22 
1.6～1,400 

31 
39 
21 

0.28～190 

58 
150 

21 
0.28～1,400 

注１ As (V)と As (III)と MMA の合計値。摂取した無機ヒ素量を表す指標。 
注２ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
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3.2.3 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の金属類の測定結果を表 3.7 及び表 3.8 に示します。 

 

表 3.7 本年度と過年度の測定結果（血液） 
（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～平成 28 年度  

（総水銀：490 人） 

（マンガン：320 人） 

（それ以外：404 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度  

（119 人） 

総水銀 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

9.7 
5.8 
8.3 

1.3～41 

6.7 
3.5 
6.4 

1.5～18 

6.4 
4.8 
5.2 

0.77～29 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

13 
   5.6 

11 
4.3～54 

 8.6 
 4.5 
 7.6 

3.3～31 

8.7 
4.3 
7.7 

3.6～27 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.2 
 0.69 

1.0 
0.25～6.2 

0.77 
0.47 
0.68 

0.17～3.0 

0.64 
0.38 
0.54 

0.16～2.2 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.6 
8.9 
5.4 

0.70～110 

4.4 
3.5 
3.2 

0.91～23 

3.9 
3.1 
3.1 

0.52～18 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

850 
120 
840 

550～1,500 

810 
120 
790 

640～1,200 

850 
150 
810 

660～1,500 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

190 
 35 
190 

110～480 

190 
 26 
180 

140～270 

180 
 28 
180 

130～330 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6,300 
  820 
6,300 

3,700～8,600 

6,200 
  740 
6,300 

4,700～8,300 

6,200 
  750 
6,200 

4,200～9,600 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

14 
   4.7 

13 
5.8～53 

14 
   4.9 

12 
7.2～41 

13 
   4.0 

12 
5.6～28 

調査名 平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～３年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 
 

注 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調
査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロッ
ト調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の
測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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表 3.8 本年度と過年度の測定結果（尿） 
（μg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～平成 28 年度
（420 人） 

平成 30 年度・ 

令和元年度 

（87 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度 

（121 人） 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.94 
0.63 
0.74 

0.11～4.7 

0.62 
0.45 
0.52 

N.D.～2.4 

0.60 
0.46 
0.48 

0.066～1.9 

0.57 
0.45 
0.43 

0.042～2.1 

ヒ

素 

As (V) 

（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.16 
0.39 

N.D. 
N.D.～2.9 

0.43 
0.77 
0.22 

N.D.～6.5 

0.47 
1.7 
0.21 

N.D.～15 

0.22 
0.34 
0.16 

N.D.～2.9 

As (III) 

（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
1.2 
1.4 

N.D.～15 

0.92 
0.74 
0.87 

N.D.～4.5 

1.6 
1.3 
1.2 

0.30～9.8 

1.2 
0.73 
1.1 

N.D.～5.0 

MMA 

(ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.0 
1.4 
1.8 

N.D.～13 

1.3 
0.74 
1.2 

0.14～3.8 

2.0 
1.5 
1.6 

0.33～9.4 

1.4 
0.77 
1.2 

0.24～5.7 

DMA 

(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

37 
25 
29 

6.2～170 

22 
18 
18 

2.9～140 

26 
18 
19 

6.4～94 

23 
19 
20 

4.7～140 

AB 

(ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

110 
210 

44 
2.1～2,300 

75 
230 

22 
1.6～1,700 

55 
120 

19 
1.1～820 

58 
150 

21 
0.28～1,400 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年   ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和３年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査

協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調

査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果

との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.3 可塑剤、農薬・農薬代謝物、その他化学物質の測定結果 

3.3.1 尿中化学物質 

尿中の化学物質濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.9 及び表 3.10 に示します。 

 

表 3.9 尿中化学物質濃度統計値 その１ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 

 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・ 

大都市 

（51 人） 

中国四国 

ブロック・ 

中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（34 人） 

 

 

全対象者 

（121 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

8.6 
2.5～200 

11 
2.4～63 

11 
2.0～50 

10 
2.0～200 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.97 
N.D.～7.8 

1.5 
0.44～6.9 

1.6 
0.52～5.8 

1.2 
N.D.～7.8 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛ
ｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

3.9 
1.6～25 

5.0 
1.8～18 

4.3 
1.5～16 

4.4 
1.5～25 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍ
ｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.5 
0.95～11 

2.5 
0.94～11 

2.6 
1.0～9.9 

2.6 
0.94～11 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.22 
N.D.～9.8 

0.29 
N.D.～9.7 

0.12 
N.D.～21 

0.23 
N.D.～21 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.16 
0.050～4.8 

0.21 
0.045～1.2 

0.13 
0.027～1.8 

0.16 
0.027～4.8 

農
薬 

ネオニコチノ
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.091 

N.D. 
N.D.～0.22 

N.D. 
N.D.～0.63 

N.D. 
N.D.～0.63 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.022 
N.D.～0.24 

0.018 
N.D.～0.22 

0.011 
N.D.～0.16 

0.016 
N.D.～0.24 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.014 

N.D. 
N.D.～0.035 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.035 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.11 
N.D.～2.3 

0.056 
N.D.～0.91 

0.072 
N.D.～0.96 

0.074 
N.D.～2.3 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.22 
0.031～1.3 

0.19 
0.032～6.3 

0.13 
0.023～0.59 

0.18 
0.023～6.3 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.76 
0.0093～11 

0.56 
0.065～4.8 

0.79 
0.0077～40 

0.76 
0.0077～40 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D.  
N.D. 

N.D.～0.0058 
N.D. 

N.D.～0.0058 

フェニルピラ
ゾール系農薬 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.10 尿中化学物質濃度統計値 その２ 

（μg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 
 
 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

関東甲信越 

ブロック・ 

大都市 

（51 人） 

中国四国 

ブロック・ 

中小都市 

（36 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

中小都市 

（34 人） 

 

 

全対象者 

（121 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系 
農薬代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

1.4 
0.31～62 

2.4 
0.32～20 

1.1 
0.37～8.3 

1.5 
0.31～62 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

1.8 
N.D.～190 

2.5 
N.D.～88 

2.0 
N.D.～120 

2.0 
N.D.～190 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.5 
N.D.～160 

6.1 
N.D.～78 

1.2 
N.D.～14 

2.5 
N.D.～160 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

0.065 
N.D.～1.7 

N.D. 
N.D.～1.1 

N.D. 
N.D.～0.78 

N.D. 
N.D.～1.7 

ピレスロイド
系農薬代謝物 

PBA 
（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

中央値 
範 囲 

0.25 
N.D.～2.5 

0.41 
N.D.～2.5 

0.33 
0.054～3.4 

0.30 
N.D.～3.4 

DCCA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞ
ﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

0.52 
N.D.～2.9 

0.37 
N.D.～4.5 

0.26 
N.D.～9.3 

0.42 
N.D.～9.3 

ネオニコチノ
イド系農薬 
代謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.23 
N.D.～2.0 

0.19 
0.011～8.4 

0.18 
0.012～7.2 

0.20 
N.D.～8.4 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.16 

N.D. 
N.D.～0.057 

N.D. 
N.D.～0.011 

N.D. 
N.D.～0.16 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.022 

全て N.D. 全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.022 

そ
の
他 

トリクロサン 
中央値 
範 囲 

0.11 
N.D.～17 

0.14 
N.D.～6.4 

0.15 
0.033～3.4 

0.13 
N.D.～17 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

60 
2.1～870 

89 
1.4～1,800 

91 
1.1～1,100 

84 
1.1～1,800 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

2.3 
N.D.～280 

5.0 
0.42～270 

1.4 
N.D.～200 

3.1 
N.D.～280 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.30 
N.D.～490 

0.81 
N.D.～230 

1.0 
N.D.～130 

0.60 
N.D.～490 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～86 

0.14 
N.D.～60 

0.18 
N.D.～19 

N.D. 
N.D.～86 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.045 

N.D. 
N.D.～0.017 

N.D. 
N.D.～0.24 

N.D. 
N.D.～0.24 

コチニン  
中央値 
範 囲 

0.081 
N.D.～2,900 

N.D. 
N.D.～1,700 

N.D. 
N.D.～98 

N.D. 
N.D.～2,900 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～120 

N.D. 
N.D.～0.80 

N.D. 
N.D.～0.76 

N.D. 
N.D.～120 
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3.3.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の尿中の化学物質の測定結果を表 3.11 及び表 3.12 に示します。 

 

表 3.11 本年度と過年度の測定結果 その１ 

（μg/g Cr） 

（※）フタル酸エステル類、ビスフェノール A：420 人、農薬：170 人 
 
調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和３年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協

力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査と

して実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との

比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

 
 

令和２年度 
（80 人） 

 
 

令和３年度 
（121 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

16 
3.7～5,200 

12 
2.5～180 

12 
3.4～58 

10 
2.0～200 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.6 
0.23～22 

1.9 
N.D.～13 

3.0 
0.47～11 

1.2 
N.D.～7.8 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞ
ﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

8.3 
1.2～81 

6.8 
0.74～22 

4.8 
0.96～18 

4.4 
1.5～25 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿ
ﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

5.4 
0.37～35 

4.3 
0.36～13 

3.8 
1.3～16 

2.6 
0.94～11 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.53 
N.D.～200 

0.51 
N.D.～9.2 

0.54 
N.D.～27 

0.23 
N.D.～21 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.29 
N.D.～31 

0.25 
N.D.～30 

0.19 
N.D.～1.8 

0.16 
0.027～4.8 

農
薬 

ネオニコチノ
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.49 

N.D. 
N.D.～0.32 

N.D. 
N.D.～0.82 

N.D. 
N.D.～0.63 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.026 
N.D.～0.92 

N.D. 
N.D.～0.51 

0.020 
N.D.～0.42 

0.016 
N.D.～0.24 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.092 

N.D. 
N.D.～0.083 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.035 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.025 
N.D.～1.0 

0.058 
N.D.～2.5 

0.041 
N.D.～18 

0.074 
N.D.～2.3 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.14 
N.D.～3.0 

0.17 
N.D.～3.9 

0.16 
N.D.～6.7 

0.18 
0.023～6.3 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.59 
N.D.～29 

0.30 
N.D.～23 

0.73 
0.0079～23 

0.76 
0.0077～40 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.65 

N.D. 
N.D.～1.9 

N.D. 
N.D.～0.050 

N.D. 
N.D.～0.0058 

フェニルピラ
ゾール系農薬 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.027 
全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.12 本年度と過年度の測定結果 その２ 

（μg/g Cr） 

（※）有機リン系農薬代謝物、ピレスロイド系農薬代謝物、トリクロサン：262 人、ネオニコチノイド系農薬代謝物：
170 人、パラベン類、コチニン、ベンゾフェノン 3：90 人 

 
調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和３年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査

協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調

査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果

との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

 

 

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

 
 

令和２年度 
（80 人） 

 
 

令和３年度 
（121 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農
薬代謝物 

DMP 

（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.5 
N.D.～140 

1.7 
N.D.～22 

1.5 
0.24～19 

1.5 
0.31～62 

DEP 

（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.2 
N.D.～520 

3.7 
N.D.～710 

2.5 
N.D.～190 

2.0 
N.D.～190 

DMTP 

（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.6 
N.D.～110 

1.5 
N.D.～23 

1.8 
N.D.～42 

2.5 
N.D.～160 

DETP 

（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～19 

N.D. 
N.D.～2.9 

0.11 
N.D.～4.6 

N.D. 
N.D.～1.7 

ピレスロイド
系農薬代謝物 

PBA 

（ﾌｪﾉｷｼ安息香酸） 

中央値 
範 囲 

0.33 
N.D.～21 

0.21 
N.D.～8.2 

0.32 
N.D.～7.0 

0.30 
N.D.～3.4 

DCCA 

（ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙ
ﾎﾞﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～26 

N.D. 
N.D.～12 

0.36 
N.D.～6.0 

0.42 
N.D.～9.3 

ネオニコチノ
イド系農薬代
謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.15 
N.D.～73 

0.24 
0.022～39 

0.26 
0.0096～11 

0.20 
N.D.～8.4 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.0039 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.16 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.10 
N.D. 

N.D.～0.048 
N.D. 

N.D.～0.022 

そ
の
他 

トリクロサン 
中央値 
範 囲 

0.97 
0.090～380 

0.11 
N.D.～14 

0.14 
N.D.～20 

0.13 
N.D.～17 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

72 
1.3～2,500 

49 
0.44～1,100 

110 
1.4～1,100 

84 
1.1～1,800 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

3.8 
N.D.～410 

2.5 
N.D.～190 

1.1 
N.D.～230 

3.1 
N.D.～280 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.62 
N.D.～110 

0.24 
N.D.～230 

0.40 
N.D.～160 

0.60 
N.D.～490 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～87 

N.D. 
N.D.～53 

N.D. 
N.D.～190 

N.D. 
N.D.～86 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.18 
N.D. 

N.D.～0.053 
N.D. 

N.D.～0.24 

コチニン  
中央値 
範 囲 

0.34 
N.D.～3,600 

0.34 
N.D.～2,000 

0.23 
N.D.～1,800 

N.D. 
N.D.～2,900 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～190 

0.086 
N.D.～320 

N.D. 
N.D.～1.2 

N.D. 
N.D.～120 
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IV. 令和４年度化学物質の人へのばく露量モニタリング調査（パイロット調査）結果 
 
 

1. 調査の概要 

環境省環境保健部環境リスク評価室では、我が国における化学物質の人へのばく露量を把握し、環境リ

スク評価や環境リスク管理施策の検討に資する基礎情報を得るため、継続的に「化学物質の人へのばく露

量モニタリング調査」を行い、データを集積しています。 

本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度から

は、調査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的と

したパイロット調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃って

おらず、過年度の測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

令和４年度は、全国３地域の一般環境地域の住民に対して以下のとおり調査を実施しました。 

・調査対象者のリクルート 

・対象者に対して説明会を開催し、調査趣旨について説明 

・血液、尿の試料を採取し、化学物質の濃度を測定 

・食習慣、喫煙歴等に関するアンケート調査を実施 

本調査は、「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査検討会」（座長：上島通浩 名古屋市立大学教

授）において調査を設計しました。 
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2. 調査の方法 

2.1 対象地域、対象者、試料採取 

2.1.1 調査対象地域 

日本全国を５ブロック（北海道・東北ブロック、関東・甲信越ブロック、東海・北陸・近畿ブ

ロック、中国・四国ブロック、九州・沖縄ブロック）に分け、そのうちの３ブロックを選定し、

大都市（人口 50 万人以上の都市）１地域と中小都市（人口 50 万人未満の都市）２地域を選定し

て調査を行いました。 

令和 4 年度の調査対象地域は以下のとおりです。 

・北海道・東北ブロック 1（中小都市） 

・北海道・東北ブロック 2（中小都市） 

・九州・沖縄ブロック（大都市） 

 

2.1.2 調査対象者の選定方法 

 原則として、以下の条件を満たす地域住民を対象としました。 

・年齢 20 歳以上 

・血液採取により健康に支障をきたさないこと 等 

また、各調査地域において、以下の方法により調査対象者を募集しました。 

・自治体広報誌による募集           （北海道・東北ブロック 1） 

・新聞折り込みチラシによる募集        （北海道・東北ブロック 2） 

・大学が設定したメーリングリストを用いた募集 （九州・沖縄ブロック） 

 

2.1.3 対象者数・平均年齢 

 対象者数を表 2.1 に示します。対象者数は 89 人、平均年齢は 44.7 歳でした。 

 

表 2.1 対象者数 

地域分類 
対象者数（人） 平均年齢（歳） 

計 男性 女性 計 男性 女性 

北海道・東北ブロック1 

（中小都市） 
29 13 16 52.1 51.1 53.0 

北海道・東北ブロック2 

（中小都市） 
28 14 14 52.6 53.9 51.2 

九州・沖縄ブロック 

（大都市） 
32 16 16 31.2 26.3 36.1 

総計 89 43 46 44.7 42.8 46.6 
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2.1.4 説明会・試料採取 

調査対象地域ごとに会議室等の会場に対象者に集まっていただき、調査内容の説明会を開催

しました。検討会委員より調査内容の説明がなされ、同意書を受領しました。その後、採血や尿

試料の受取を行いました。試料採取方法を表 2.2 に、試料採取日程を表 2.3 に示します。 

 

表 2.2 試料採取方法 

媒体 採取方法 

血液 医師の立会いの下、看護師・臨床検査技師等の有資格者により、採血した。 

尿 容器を事前にお渡しし、採血日の起床してから最初の尿を採尿いただいた。 

 

 

表 2.3 試料採取日程 

地域分類 説明会・採血・採尿・生活状況調査 

北海道・東北ブロック1（中小都市） 令和 4 年 11 月 27 日 

北海道・東北ブロック2（中小都市） 令和 4 年 11 月 6 日 

九州・沖縄ブロック（大都市） 令和 4 年 10 月 16 日 
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2.2 化学物質の分析 

2.2.1 対象化学物質と検体数 

 本調査の対象化学物質と検体数を表 2.4 に示します。血液、尿の２媒体について、ダイオキシ

ン類、有機フッ素化合物、金属類等の化学物質を対象としました。 

 

表 2.4 対象化学物質と媒体 

分類 化学物質名 血液 尿 

ダイオキシン類 塩素系ダイオキシン類 89  

有機フッ素化合物 有機フッ素化合物 89  

金属類 

総水銀 89  

鉛 89  

カドミウム 89 89 

総ヒ素 89 89 注 

銅 89  

セレン 89  

亜鉛 89  

マンガン 89  

可塑剤 
フタル酸モノエステル類  89 

ビスフェノール A、S、F  89 

農薬 
ネオニコチノイド系農薬  89 

フェニルピラゾール系農薬  89 

農薬系代謝物 
有機リン系農薬代謝物  89 

ネオニコチノイド系農薬代謝物  89 

その他 トリクロサン  89 

パラベン類  89 

コチニン  89 

ベンゾフェノン 3  89 

注：尿のヒ素は形態別ヒ素を測定した。 

 

 

  



IV-5 

 

 
 

2.2.2 分析方法 

 化学物質の分析方法の概要と検出下限値を表 2.5 及び表 2.6 に示します。 

 

表 2.5 血液試料の分析法概要  

分類 化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

ダイオキシン類 
塩素系ダイオ

キシン類 

溶媒抽出- 

GC/HRMS 

同位体希釈法 

TeCDD、TeCDF 1    pg/g-fat 

PeCDD、PeCDF 1    pg/g-fat 

HxCDD、HxCDF 2    pg/g-fat 

HpCDD、HpCDF 2    pg/g-fat 

OCDD、OCDF 4    pg/g-fat 

Co-PCB 10    pg/g-fat 

有機フッ素 

化合物 

有機フッ素 

化合物 

溶媒抽出-

LC/MS/MS 法 

PFHxA  

PFHpA  

PFOA 

PFNA 

PFDA 

PFUdA 

PFDoA 

PFTrDA 

PFTeDA 

PFHxS 

PFOS 

PFDS 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

0.11   ng/mL 

0.15   ng/mL 

0.17   ng/mL 

0.13   ng/mL 

0.14   ng/mL 

0.15   ng/mL 

0.15   ng/mL 

0.17   ng/mL 

0.15   ng/mL 

0.14   ng/mL 

0.096  ng/mL 

0.12   ng/mL 

金属類 金属類 ICP-MS 法 

総水銀 0.093  ng/mL 

鉛 0.077  ng/mL 

カドミウム 0.034  ng/mL 

総ヒ素 0.070  ng/mL 

銅 2.9    ng/mL 

セレン 0.48   ng/mL 

亜鉛  12     ng/mL 

マンガン 0.23   ng/mL 
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表 2.6 尿試料の分析法概要 

分
類 

化学物質名 分析法概要 化学物質の細目と検出下限値 

金
属
類 

カドミウム ICP-MS 法 － 0.017 ng/mL 

形態別ヒ素 LC-ICP-MS 法 

As(Ⅴ)（5 価ヒ素）  

As(Ⅲ)（3 価ヒ素） 

MMA（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸）   

DMA（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

AB（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

0.084 

0.17 

0.097 

0.077 

0.16 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

可
塑
剤 

フタル酸モノエステル類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

MBP （ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

MEHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

MBzP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

MEOHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍｷｼﾙ） 

MEHHP（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

0.035 

0.033 

0.033 

0.028 

0.037 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ビスフェノール類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ビスフェノール A 

ビスフェノール S 

ビスフェノール F 

0.032 

0.011 

0.12 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

農
薬 

ネオニコチノイド系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 

0.0074 

0.0088 

0.0092 

0.0071 

0.0097 

0.0095 

0.0072 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

フェニルピラゾール系農薬 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 0.0065 ng/mL 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系農薬代謝物 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

DMP（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

DEP（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

DMTP（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

DETP（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

0.21 

0.57 

0.32 

0.12 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ネオニコチノイド系農薬代

謝物 

固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 

0.0080 

0.0097 

0.0068 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

そ
の
他 

トリクロサン 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.029 ng/mL 

パラベン類 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 

0.27 

0.25 

0.087 

0.056 

0.028 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

ng/mL 

コチニン LC/MS/MS 法 － 0.11 ng/mL 

ベンゾフェノン 3 
固相抽出-

LC/MS/MS 法 
－ 0.078 ng/mL 
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2.2.3 ダイオキシン類の毒性等価係数及び検出下限値未満の値の取扱い 

ダイオキシン類に関する毒性等価係数は表 2.7 に示すとおり、WHO-TEF2006 を用いました。

また、ある異性体の実測濃度が「検出下限値未満（N.D.）」であった場合、実測濃度を「0」とし

て計算しました。 

 

 

表 2.7 ダイオキシン類に関する毒性等価係数（TEF）一覧 

化合物の名称等 WHO-TEF2006 

PCDDs 

2,3,7,8-TeCDD 1 

1,2,3,7,8-PeCDD 1 

1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.1 

1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.1 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.01 

OCDD 0.0003 

PCDFs 

2,3,7,8-TeCDF 0.1 

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 

2,3,4,7,8-PeCDF 0.3 

1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 

2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.1 

1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.01 

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.01 

OCDF 0.0003 

Co-PCBs 

non-ortho 

3,3',4,4'-TeCB(# 77) 0.0001 

3,4,4',5-TeCB(# 81) 0.0003 

3,3'4,4',5-PeCB(#126) 0.1 

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.03 

mono-ortho 

2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.00003 

2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.00003 

2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.00003 

2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.00003 

2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.00003 

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.00003 

2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.00003 

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.00003 
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3. 調査の結果 

3.1 ダイオキシン類の測定結果 

3.1.1 血液中ダイオキシン類濃度 

 血液中ダイオキシン類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.1 に示します。 

 

表 3.1 血液中ダイオキシン類濃度統計値 

（pg-TEQ/g-fat） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

 中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

PCDDs+PCDFs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

4.1 
2.9 
4.0 

0.038～13 

3.9 
2.6 
3.8 

0.056～10 

2.6 
1.8 
2.8 

0.069～7.8 

3.5 
2.5 
3.3 

0.038～13 

Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

2.6 
2.4 
1.8 

0.032～8.1 

2.8 
1.9 
2.9 

0.053～6.4 

1.2 
1.2 

 0.93 
0.024～3.5 

2.2 
2.0 
1.7 

0.024～8.1 

PCDDs+PCDFs 
 +Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6.6 
4.9 
6.4 

0.093～18 

6.7 
4.3 
6.7 

0.16～15 

3.8 
2.7 
3.3 

0.12～11 

5.6 
4.2 
5.4 

0.093～18 
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3.1.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の血液中ダイオキシン類濃度の測定結果を表 3.2 に示します。 

 

表 3.2 本年度と過年度の測定結果 

（pg-TEQ/g-fat） 

化学物質名 統計値 

平成 14 年度 

～平成 22 年度 

（2,264 人） 

平成 23 年度 

～平成 28 年度 

（490 人） 
令和４年度 

（89 人） 

PCDDs+PCDFs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

11 
7.6 
9.8 

0.040～63 

6.6 
4.4 
5.7 

0.013～28 

3.5 
2.5 
3.3 

0.038～13 

Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.9 
7.2 
5.6 

0.013～81 

4.6 
4.0 
3.6 

0.052～36 

2.2 
2.0 
1.7 

0.024～8.1 

PCDDs+PCDFs 
 +Co-PCBs 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

19 
14 
16 

0.10～130 

11 
7.9 
9.4 

0.39～56 

5.6 
4.2 
5.4 

0.093～18 

調査名 平成 14～19 年度 ：「ダイオキシン類の人への蓄積量調査」 
平成 20～22 年度 ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和 4 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調

査協力者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロッ

ト調査として実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の

測定結果との比較や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.2 有機フッ素化合物の測定結果 

3.2.1 血液中有機フッ素化合物 

血液中有機フッ素化合物濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.3 に示します。本調査では全

血中の有機フッ素化合物濃度を測定しましたが、血漿中濃度を推定するため、ヘマトクリット

値を用いて換算しました。換算値を表 3.4 に示します。 

 

表 3.3 血液中有機フッ素化合物濃度統計値（全血中濃度） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

PFHxA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFOA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.99 
 0.44 
 0.98 

0.34～1.8 

1.1 
 0.46 
1.0 

0.23～2.2 

1.1 
 0.43 
1.1 

0.31～2.1 

1.1 
 0.44 

1.0 
0.23～2.2 

PFNA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.81 
 0.39 
 0.74 

0.25～1.6 

 0.93 
 0.52 
 0.87 

0.21～2.5 

 0.81 
 0.40 
 0.77 

0.30～2.5 

 0.85 
 0.44 
 0.77 

0.21～2.5 

PFDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.28 
 0.15 
 0.27 

N.D.～0.57 

 0.29 
 0.18 
 0.28 

N.D.～0.73 

 0.18 
 0.14 
 0.19 

N.D.～0.41 

 0.25 
 0.16 
 0.24 

N.D.～0.73 

PFUdA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.83 
 0.44 
 0.78 

0.31～1.8 

1.0 
 0.58 
 0.92 

0.23～2.7 

 0.71 
 0.29 
 0.59 

0.34～1.5 

 0.85 
 0.46 
 0.78 

0.23～2.7 

PFDoA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 

  0.013 
  0.047 
 N.D. 

N.D.～0.18 

全て N.D. 

   0.0040 
  0.027 
 N.D. 

N.D.～0.18 

PFTrDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.12 
 0.14 
 N.D. 

N.D.～0.40 

0.16 
0.19 
0.17 

N.D.～0.67 

  0.046 
  0.099 
 N.D. 

N.D.～0.34 

 0.11 
 0.15 
 N.D. 

N.D.～0.67 

PFTeDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHxS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.36 
 0.29 
 0.36 

N.D.～1.2 

 0.27 
 0.18 
 0.26 

N.D.～0.68 

 0.27 
 0.17 
 0.24 

N.D.～0.61 

 0.30 
 0.22 
 0.27 

N.D.～1.2 

PFOS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.8 
1.2 
1.7 

0.49～5.9 

1.8 
 0.87 
1.6 

0.69～4.6 

1.9 
 0.79 
1.8 

0.70～3.9 

1.8 
 0.98 

1.7 
0.49～5.9 

PFDS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
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表 3.4 血液中有機フッ素化合物濃度統計値（ヘマトクリット換算値：血漿中濃度推定値） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

PFHxA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFOA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.8 
 0.82 
1.9 

0.55～3.3 

2.2 
 0.82 
2.1 

0.41～3.8 

2.1 
 0.95 

2.0 
0.59～4.2 

2.0 
 0.87 
1.9 

0.41～4.2 

PFNA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
 0.74 
1.3 

0.40～2.8 

1.8 
1.0 
1.7 

0.45～4.5 

1.5 
 0.83 

1.4 
0.52～5.1 

1.6 
 0.87 
1.4 

0.40～5.1 

PFDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.52 
 0.27 
 0.50 

N.D.～1.1 

 0.56 
 0.35 
 0.54 

N.D.～1.5 

 0.34 
 0.26 
 0.33 

N.D.～0.85 

 0.47 
 0.31 
 0.46 

N.D.～1.5 

PFUdA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｳﾝﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.5 
 0.80 
1.4 

0.51～3.6 

2.0 
1.1 
1.8 

0.41～5.4 

1.3 
 0.54 

1.2 
0.54～2.9 

1.6 
 0.88 
1.4 

0.41～5.4 

PFDoA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 

  0.026 
  0.095 
 N.D. 

N.D.～0.38 

全て N.D. 

   0.0081 
  0.054 
 N.D. 

N.D.～0.38 

PFTrDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾄﾘﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.22 
 0.27 
 N.D. 

N.D.～0.78 

 0.32 
 0.36 
 0.35 

N.D.～1.4 

  0.085 
 0.19 
 N.D. 

N.D.～0.70 

 0.20 
 0.29 
 N.D. 

N.D.～1.4 

PFTeDA 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHxS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

 0.67 
 0.56 
 0.67 

N.D.～2.4 

 0.53 
 0.30 
 0.54 

N.D.～1.2 

 0.50 
 0.33 
 0.42 

N.D.～1.2 

 0.56 
 0.42 
 0.51 

N.D.～2.4 

PFOS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.3 
2.4 
3.2 

0.80～12 

3.5 
1.6 
3.1 

1.5～8.2 

3.6 
1.6 
3.2 

1.1～8.1 

3.4 
1.9 
3.2 

0.80～12 

PFDS 
（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾃﾞｶﾝｽﾙﾎﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
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3.2.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の有機フッ素化合物濃度の測定結果について、全血中濃度を表 3.5 に、ヘマ

トクリットを用いて換算した血漿中濃度を表 3.6 に示します。 
 

表 3.5 本年度と過年度の測定結果（全血中濃度） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 20 年度 

～平成 22 年度 

（609 人） 

平成 23 年度 

～平成 28 年度 

（PFOS,PFOA：406 人） 

（それ以外 ：320 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度 

（119 人） 

令和４年度 

（89 人） 

PFHxA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

  0.018 
   0.0085 

 N.D. 
N.D.～1.2 

  0.0019 
 0.017 
 N.D. 

N.D.～0.15 

  0.0028 
 0.021 
N.D. 

N.D.～0.18 

全て N.D. 

PFOA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

3.0 
2.9 
2.1 

0.37～25 

2.2 
1.8 
1.8 

0.27～13 

 0.86 
 0.45 
 0.77 

N.D.～3.4 

1.2 
 0.56 
1.1 

0.23～3.5 

1.1 
 0.44 
1.0 

0.23～2.2 

PFNA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.5 
 0.96 

1.3 
0.30～7.7 

 0.64 
 0.39 
 0.53 

0.2～2.1 

 0.89 
 0.46 
 0.80 

0.26～3.0 

 0.85 
 0.44 
 0.77 

0.21～2.5 

PFDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.60 
 0.37 
 0.51 

N.D.～2.7 

 0.21 
 0.18 
 0.21 

N.D～0.85 

 0.28 
 0.19 
 0.24 

N.D.～1.1 

 0.25 
 0.16 
 0.24 

N.D.～0.73 

PFUdA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.4 
 0.95 

1.2 
0.13～6.4 

 0.65 
 0.35 
 0.57 

0.16～1.8 

 0.79 
 0.51 
 0.66 

0.20～3.2 

 0.85 
 0.46 
 0.78 

0.23～2.7 

PFDoA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.16 
 0.14 
 0.14 

N.D.～0.89 

全て N.D. 

  0.020 
  0.078 
 N.D. 

N.D.～0.58 

   0.0040 
  0.027 
 N.D. 

N.D.～0.18 

PFTrDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.46 
 0.36 
 0.38 

N.D.～2.7 

  0.062 
 0.11 
 N.D. 

N.D.～0.42 

  0.081 
 0.15 
 N.D. 

N.D.～0.80 

 0.11 
 0.15 
 N.D. 

N.D.～0.67 

PFTeDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

  0.012 
  0.052 
 N.D. 

N.D.～0.41 

全て N.D. 

  0.0039 
 0.032 
N.D. 

N.D.～0.32 

全て N.D. 

PFHxS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.41 
 0.31 
 0.35 

N.D.～1.8 

 0.22 
 0.17 
 0.21 

N.D～0.81 

 0.56 
 0.79 
 0.41 

N.D.～6.3 

 0.30 
 0.22 
 0.27 

N.D.～1.2 

PFOS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.8 
9.2 
5.8 

0.73～150 

4.1 
2.7 
3.5 

0.29～17 

1.4 
 0.84 
1.2 

0.48～4.2 

2.1 
1.4 
1.8 

0.65～8.5 

1.8 
 0.98 
1.7 

0.49～5.9 

PFDS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

    0.00055 
   0.0057 

 N.D. 
N.D.～0.065 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

調査名 平成 20～22 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～令和４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 
注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
注３ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として
実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や
他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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表 3.6 本年度と過年度の測定結果（ヘマトクリット換算値：血漿中濃度推定値） 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 20 年度 

～平成 22 年度 

（609 人） 

平成 23 年度 

～平成 28 年度 

（PFOS,PFOA：406 人） 

（それ以外 ：320 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度 

（119 人） 

令和４年度 

（89 人） 

PFHxA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

PFHpA 

平均値 
標準偏差中

央値 
範 囲 

－ 

 0.032 
 0.014 
N.D. 

N.D.～2.0 

 0.0034 
0.030 
N.D. 

N.D.～0.27 

  0.0050 
 0.039 
N.D. 

N.D.～0.32 

全て N.D. 

PFOA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

5.6 
5.4 
3.0 

0.66～46 

4.1 
3.3 
3.3 

0.41～28 

1.5 
 0.82 

1.4 
N.D.～6.4 

2.2 
1.0 
2.0 

0.41～6.2 

2.0 
 0.87 

1.9 
0.41～4.2 

PFNA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

2.8 
1.9 
2.4 

0.53～17 

1.2 
 0.71 
 0.97 

0.38～3.8 

1.6 
 0.82 

1.5 
0.49～4.9 

1.6 
 0.87 

1.4 
0.40～5.1 

PFDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

1.1 
 0.67 
 0.93 

N.D.～4.7 

0.38 
0.32 
0.38 

N.D.～1.6 

0.52 
0.35 
0.44 

N.D.～2.0 

 0.47 
 0.31 
 0.46 

N.D.～1.5 

PFUdA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

2.6 
1.7 
2.1 

0.23～11 

1.2 
 0.60 

1.0 
0.33～3.0 

1.4 
 0.92 

1.2 
0.38～5.9 

1.6 
 0.88 

1.4 
0.41～5.4 

PFDoA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.28 
0.26 
0.26 

N.D.～1.7 

全て N.D. 

 0.037 
0.14 
N.D. 

N.D.～1.1 

   0.0081 
  0.054 
 N.D. 

N.D.～0.38 

PFTrDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.85 
0.65 
0.70 

N.D.～5.1 

 0.11 
 0.19 
 N.D. 

N.D.～0.72 

 0.15 
 0.28 
 N.D. 

N.D.～1.4 

 0.20 
 0.29 
 N.D. 

N.D.～1.4 

PFTeDA 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

 0.021 
 0.094 
N.D. 

N.D.～0.71 

全て N.D. 

 0.0072 
0.059 
 N.D. 

N.D.～0.59 

全て N.D. 

PFHxS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

0.75 
0.57 
0.66 

N.D.～3.2 

0.40 
0.31 
0.38 

N.D.～1.5 

1.0 
1.4 

 0.76 
N.D.～11 

 0.56 
 0.42 
 0.51 

N.D.～2.4 

PFOS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

14 
17 
11 

1.3～280 

7.5 
4.9 
6.4 

0.48～33 

2.5 
1.5 
2.2 

0.79～7.6 

3.9 
2.5 
3.4 

1.1～14 

3.4 
1.9 
3.2 

0.80～12 

PFDS 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

－ 

    0.00098 
  0.010 
 N.D. 

N.D.～0.12 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 

調査名 平成 20～22 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査」 
平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」  
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～令和４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 各物質の直鎖体を分析した。 
注３ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として
実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や
他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.3 金属類の測定結果 

3.3.1 血液中金属類 

血液中金属類濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.7 に示します。 

 

表 3.7 血液中金属類濃度統計値 

（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

 

 

全対象者 

（89 人） 

総水銀 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

6.1 
5.1 
4.5 

1.0～26 

7.5 
5.8 
6.2 

1.5～34 

5.1 
3.1 
4.8 

0.28～15 

6.2 
4.8 
5.3 

0.28～34 

鉛 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

8.4 
3.3 
7.8 

3.1～14 

9.5 
3.9 
8.0 

3.5～18 

5.9 
2.0 
5.8 

2.7～11 

7.9 
3.5 
7.3 

2.7～18 

カドミウム 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

1.1 
0.49 
0.97 

0.32～2.2 

1.1 
0.54 
1.0 

0.34～2.6 

0.63 
0.54 
0.40 

0.17～2.7 

0.94 
0.57 
0.80 

0.17～2.7 

総ヒ素 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

3.5 
2.0 
2.9 

1.0～9.1 

3.7 
2.0 
3.1 

1.3～9.7 

2.9 
1.6 
2.5 

0.37～8.4 

3.4 
1.9 
2.9 

0.37～9.7 

銅 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

770 
89 

770 
560～940 

730 
91 

730 
600～1,000 

780 
200 
730 

570～1,400 

760 
140 
740 

560～1,400 

セレン 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

190 
41 

180 
140～350 

190 
33 

180 
130～290 

170 
17 

170 
120～200 

180 
33 

170 
120～350 

亜鉛 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

5,700 
800 

5,800 
4,100～7,300 

5,700 
620 

5,600 
3,600～7,000 

5,700 
700 

5,600 
4,200～7,000 

5,700 
700 

5,700 
3,600～7,300 

マンガン 

平均値 

標準偏差 

中央値 

範 囲 

13 
4.8 

12 
6.9～28 

12 
3.4 

12 
6.5～19 

14 
4.3 

12 
8.4～22 

13 
4.3 

12 
6.5～28 
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3.3.2 尿中金属類 

尿中のカドミウム濃度及び形態別ヒ素濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.8 に示します。

なお濃度はクレアチニン補正したものを示しています。 

 

表 3.8 早朝尿中金属類濃度統計値 

（µg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.0 
0.63 
0.86 

0.20～2.4 

1.0 
0.81 
0.84 

0.27～3.4 

0.44 
0.44 
0.27 

0.093～1.9 

0.81 
0.69 
0.55 

0.093～3.4 

ヒ
素 

As (V) 
（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

0.30 
0.34 
0.20 

N.D.～1.8 

0.46 
0.38 
0.31 

0.16～1.9 

0.54 
1.3 
0.24 

N.D.～7.5 

0.44 
0.82 
0.28 

N.D.～7.5 

As (III) 
（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

0.94 
0.61 
0.84 

N.D.～2.7 

1.2 
0.64 
1.2 

N.D.～2.5 

1.3 
2.0 
0.93 

N.D.～12 

1.2 
1.3 
0.95 

N.D.～12 

MMA 
（ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

1.4 
0.73 
1.2 

0.23～3.4 

1.7 
0.66 
1.7 

0.63～3.2 

1.7 
1.6 
1.4 

N.D.～10 

1.6 
1.1 
1.4 

N.D.～10 

As(V)+As(III)+ 
MMA 注１ 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

2.6 
1.4 
2.2 

0.23～6.2 

3.3 
1.4 
3.2 

1.4～6.7 

3.5 
5.0 
2.7 

N.D.～30 

3.2 
3.2 
2.8 

N.D.～30 

DMA 
（ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

25 
12 
23 

7.3～59 

32 
22 
26 

8.9～88 

22 
17 
17 

4.7～66 

26 
18 
20 

4.7～88 

AB 
（ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

31 
39 
14 

1.8～180 

51 
79 
23 

6.0～350 

30 
38 
19 

1.1～190 

37 
55 
19 

1.1～350 

注１ As (Ⅴ)と As (Ⅲ)と MMA の合計値。摂取した無機ヒ素量を表す指標。 
注２ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 
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3.3.3 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の金属類の測定結果を表 3.9 及び表 3.10 に示します。 

 

表 3.9 本年度と過年度調査の測定結果（血液） 
（ng/mL） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～平成 28 年度  

（総水銀：490 人） 

（マンガン：320 人） 

（それ以外：404 人） 

令和２年度 

（80 人） 

令和３年度  

（119 人） 

令和４年度  

（89 人） 

総水銀 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

9.7 
5.8 
8.3 

1.3～41 

6.7 
3.5 
6.4 

1.5～18 

6.4 
4.8 
5.2 

0.77～29 

6.2 
4.8 
5.3 

0.28～34 

鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

13 
5.6 

11 
4.3～54 

8.6 
4.5 
7.6 

3.3～31 

8.7 
4.3 
7.7 

3.6～27 

7.9 
3.5 
7.3 

2.7～18 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

1.2 
0.69 
1.0 

0.25～6.2 

0.77 
0.47 
0.68 

0.17～3.0 

0.64 
0.38 
0.54 

0.16～2.2 

0.94 
0.57 
0.80 

0.17～2.7 

総ヒ素 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

7.6 
8.9 
5.4 

0.70～110 

4.4 
3.5 
3.2 

0.91～23 

3.9 
3.1 
3.1 

0.52～18 

3.4 
1.9 
2.9 

0.37～9.7 

銅 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

850 
120 
840 

550～1,500 

810 
120 
790 

640～1,200 

850 
150 
810 

660～1,500 

760 
140 
740 

560～1,400 

セレン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

190 
35 

190 
110～480 

190 
26 

180 
140～270 

180 
28 

180 
130～330 

180 
33 

170 
120～350 

亜鉛 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

6,300 
820 

6,300 
3,700～8,600 

6,200 
740 

6,300 
4,700～8,300 

6,200 
750 

6,200 
4,200～9,600 

5,700 
700 

5,700 
3,600～7,300 

マンガン 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

14 
4.7 

13 
5.8～53 

14 
4.9 

12 
7.2～41 

13 
4.0 

12 
5.6～28 

13 
4.3 

12 
6.5～28 

調査名 平成 23 年度  ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」  
平成 24～28 年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
令和２～４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力者

のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として実施

しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や他調査

との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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表 3.10 本年度と過年度の測定結果（尿） 
（µg/g Cr） 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 

～平成 28 年度
（420 人） 

平成 30 年度・ 

令和元年度 

（87 人） 

 

令和２年度 

（80 人） 

 

令和３年度 

（121 人） 

 

令和４年度 

（89 人） 

カドミウム 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範 囲 

0.94 
0.63 
0.74 

0.11～4.7 

0.62 
0.45 
0.52 

N.D.～2.4 

0.60 
0.46 
0.48 

0.066～1.9 

0.57 
0.45 
0.43 

0.042～2.1 

0.81 
0.69 
0.55 

0.093～3.4 

ヒ
素 

As (V) 
（五価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

0.16 
0.39 

N.D. 
N.D.～2.9 

0.43 
0.77 
0.22 

N.D.～6.5 

0.47 
1.7 
0.21 

N.D.～15 

0.22 
0.34 
0.16 

N.D.～2.9 

0.44 
0.82 
0.28 

N.D.～7.5 

As (III) 
（三価ヒ素） 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

1.5 
1.2 
1.4 

N.D.～15 

0.92 
0.74 
0.87 

N.D.～4.5 

1.6 
1.3 
1.2 

0.30～9.8 

1.2 
0.73 
1.1 

N.D.～5.0 

1.2 
1.3 
0.95 

N.D.～12 

MMA 
(ﾒﾁﾙｱﾙｿﾝ酸) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

2.0 
1.4 
1.8 

N.D.～13 

1.3 
0.74 
1.2 

0.14～3.8 

2.0 
1.5 
1.6 

0.33～9.4 

1.4 
0.77 
1.2 

0.24～5.7 

1.6 
1.1 
1.4 

N.D.～10 

DMA 
(ｼﾞﾒﾁﾙｱﾙｼﾝ酸) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

37 
25 
29 

6.2～170 

22 
18 
18 

2.9～140 

26 
18 
19 

6.4～94 

23 
19 
20 

4.7～140 

26 
18 
20 

4.7～88 

AB 
(ｱﾙｾﾉﾍﾞﾀｲﾝ) 

平均値 
標準偏差 
中央値 
範囲 

110 
210 

44 
2.1～2,300 

75 
230 

22 
1.6～1,700 

55 
120 

19 
1.1～820 

58 
150 

21 
0.28～1,400 

37 
55 
19 

1.1～350 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注１ N.D.：検出下限値未満（平均値および標準偏差を計算する際には、N.D.は 0 とした。） 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として

実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や

他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 
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3.4 可塑剤・農薬・農薬代謝物・その他化学物質の測定結果 

3.4.1 尿中化学物質 

尿中の化学物質濃度の統計値を地域別にまとめ、表 3.11 及び表 3.12 に示します。 

 

表 3.11 尿中化学物質濃度統計値 その１ 

（µg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 
 

分
類 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モノ
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

11 
4.8～46 

14 
5.7～46 

8.9 
2.9～45 

11 
2.9～46 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

1.1 
0.56～3.2 

1.4 
0.34～8.2 

1.5 
0.26～4.5 

1.3 
0.26～8.2 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋﾄﾞﾛ
ｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

3.8 
1.5～14 

5.6 
1.5～27 

5.2 
1.1～51 

4.5 
1.1～51 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸｿﾍ
ｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.2 
0.84～7.8 

2.6 
1.0～14 

3.0 
0.77～20 

2.5 
0.77～20 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.22 
N.D.～5.8 

0.35 
N.D.～3.5 

0.20 
N.D.～4.6 

0.23 
N.D.～5.8 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.15 
N.D.～2.0 

0.18 
0.084～3.5 

0.22 
N.D.～1.3 

0.18 
N.D.～3.5 

ビスフェノールＳ 
中央値 
範 囲 

0.066 
0.014～1.2 

0.10 
0.018～0.30 

0.14 
N.D.～5.8 

0.092 
N.D.～5.8 

ビスフェノールＦ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～14 

N.D. 
N.D.～0.54 

N.D. 
N.D.～1.5 

N.D. 
N.D.～14 

農
薬 

ネオニコチノ
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.72 

N.D. 
N.D.～1.0 

N.D. 
N.D.～0.061 

N.D. 
N.D.～1.0 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.013 
N.D.～0.15 

0.017 
N.D.～0.32 

0.0099 
N.D.～0.060 

0.013 
N.D.～0.32 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.35 
N.D. 

N.D.～0.0067 
N.D. 

N.D.～0.35 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.061 
N.D.～1.4 

0.094 
0.017～3.6 

0.12 
N.D.～0.57 

0.084 
N.D.～3.6 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.16 
0.027～2.4 

0.35 
0.059～5.1 

0.25 
0.042～2.0 

0.23 
0.027～5.1 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

1.3 
0.12～21 

2.0 
0.037～12 

0.54 
0.034～8.0 

0.91 
0.034～21 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.029 

N.D. 
N.D.～0.059 

N.D. 
N.D.～0.36 

N.D. 
N.D.～0.36 

フェニルピラ
ゾール系農薬 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.12 尿中化学物質濃度統計値 その２ 

（µg/g Cr） 

注 N.D.：検出下限値未満 

 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

北海道東北 

ブロック 1・ 

中小都市 

（29 人） 

北海道東北 

ブロック 2・ 

中小都市 

（28 人） 

九州沖縄 

ブロック・ 

大都市 

（32 人） 

全対象者 

（89 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系 
農薬代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

1.4 
0.30～10 

1.9 
0.35～29 

0.84 
N.D.～6.7 

1.3 
N.D.～29 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.0 
N.D.～310 

3.9 
N.D.～23 

1.2 
N.D.～11 

1.9 
N.D.～310 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.3 
0.24～30 

4.1 
N.D.～240 

1.5 
N.D.～24 

2.4 
N.D.～240 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～5.9 

N.D. 
N.D.～18 

N.D. 
N.D.～0.38 

N.D. 
N.D.～18 

ネオニコチノ
イド系農薬代
謝物  

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.44 
0.016～5.7 

0.57 
0.0079～10 

0.14 
0.016～7.0 

0.22 
0.0079～10 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.020 
N.D. 

N.D.～0.15 
N.D. 

N.D.～0.15 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.012 

N.D. 
N.D.～0.041 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.041 

そ
の
他 

トリクロサン 
中央値 
範 囲 

0.18 
N.D.～2.2 

0.11 
N.D.～500 

0.19 
0.030～18 

0.18 
N.D.～500 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

72 
1.7～1,200 

66 
1.4～1,200 

54 
0.64～2,100 

66 
0.64～2,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

1.4 
N.D.～57 

2.9 
N.D.～59 

0.71 
N.D.～860 

1.5 
N.D.～860 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.31 
N.D.～45 

0.18 
N.D.～73 

0.18 
N.D.～540 

0.25 
N.D.～540 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～2.2 

N.D. 
N.D.～120 

N.D. 
N.D.～10 

N.D. 
N.D.～120 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.050 
N.D. 

N.D.～0.041 
N.D. 

N.D.～0.050 

コチニン 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～1,200 

N.D. 
N.D.～1,100 

N.D. 
N.D.～360 

N.D. 
N.D.～1,200 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～1.3 

N.D. 
N.D.～70 

N.D. 
N.D.～3.6 

N.D. 
N.D.～70 
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3.4.2 本年度と過年度の測定結果 

本年度と過年度の尿中の化学物質の測定結果を表 3.13 及び表 3.14 に示します。 

 

表 3.13 本年度と過年度調査の測定結果 その１ 

（µg/g Cr） 

（※）フタル酸モノエステル類、ビスフェノール A：420 人、農薬：170 人 

 

調査名 平成 23 年度   ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査とし

て実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較

や他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

  

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

 
 

令和２年度 
（80 人） 

 
 

令和３年度 
（121 人） 

 
 

令和４年度 
（89 人） 

可
塑
剤 

フタル酸モ
ノ 
エステル類 

MBP  
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾌﾞﾁﾙ） 

中央値 
範 囲 

16 
3.7～5,200 

12 
2.5～180 

12 
3.4～58 

10 
2.0～200 

11 
2.9～46 

MEHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼ
ﾙ） 

中央値 
範 囲 

2.6 
0.23～22 

1.9 
N.D.～13 

3.0 
0.47～11 

1.2 
N.D.～7.8 

1.3 
0.26～8.2 

MEHHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ﾋ
ﾄﾞﾛｷｼﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

8.3 
1.2～81 

6.8 
0.74～22 

4.8 
0.96～18 

4.4 
1.5～25 

4.5 
1.1～51 

MEOHP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉ-2-ｴﾁﾙ-5-ｵｸ
ｿﾍｷｼﾙ） 

中央値 
範 囲 

5.4 
0.37～35 

4.3 
0.36～13 

3.8 
1.3～16 

2.6 
0.94～11 

2.5 
0.77～20 

MBzP 
（ﾌﾀﾙ酸ﾓﾉﾍﾞﾝｼﾞﾙ） 

中央値 
範 囲 

0.53 
N.D.～200 

0.51 
N.D.～9.2 

0.54 
N.D.～27 

0.23 
N.D.～21 

0.23 
N.D.～5.8 

ビスフェノールＡ 
中央値 
範 囲 

0.29 
N.D.～31 

0.25 
N.D.～30 

0.19 
N.D.～1.8 

0.16 
0.027～4.8 

0.18 
N.D.～3.5 

農
薬 

 

ネオニコチ
ノ 
イド系農薬 

ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.49 

N.D. 
N.D.～0.32 

N.D. 
N.D.～0.82 

N.D. 
N.D.～0.63 

N.D. 
N.D.～1.0 

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.026 
N.D.～0.92 

N.D. 
N.D.～0.51 

0.020 
N.D.～0.42 

0.016 
N.D.～0.24 

0.013 
N.D.～0.32 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.092 

N.D. 
N.D.～0.083 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～
0.035 

N.D. 
N.D.～0.35 

ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

0.025 
N.D.～1.0 

0.058 
N.D.～2.5 

0.041 
N.D.～18 

0.074 
N.D.～2.3 

0.084 
N.D.～3.6 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.14 
N.D.～3.0 

0.17 
N.D.～3.9 

0.16 
N.D.～6.7 

0.18 
0.023～6.3 

0.23 
0.027～5.1 

ｼﾞﾉﾃﾌﾗﾝ 
中央値 
範 囲 

0.59 
N.D.～29 

0.30 
N.D.～23 

0.73 
0.0079～23 

0.76 
0.0077～40 

0.91 
0.034～21 

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.65 

N.D. 
N.D.～1.9 

N.D. 
N.D.～
0.050 

N.D. 
N.D.～
0.0058 

N.D. 
N.D.～0.36 

フェニルピ
ラ 
ゾール系農
薬 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.027 
全て N.D. 全て N.D. 全て N.D. 
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表 3.14 本年度と過年度の測定結果 その２ 

（µg/g Cr） 

（※）有機リン系農薬代謝物、トリクロサン：262 人、ネオニコチノイド系農薬代謝物：170 人、パラベン類、コチニン、

ベンゾフェノン 3：90 人 

 

調査名 平成 23 年度    ：「ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 

平成 24～28 年度  ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」 
平成 30～令和４年度 ：「化学物質の人へのばく露量モニタリング調査」（パイロット調査） 

 

注１ N.D.：検出下限値未満 

注２ 本調査は、平成 29 年度に調査のあり方及び具体的調査の設計に関する検討を行い、平成 30 年度からは、調査協力

者のリクルート手法の実施可能性などに関する問題点の洗い出しと改善点の検討を目的としたパイロット調査として

実施しています。そのため、調査者の選定方法、調査対象者の年齢等が揃っておらず、過年度の測定結果との比較や

他調査との比較は困難である点に留意する必要があります。 

分
類 

化学物質名 統計値 

平成 23 年度 
～ 

平成 28 年度 
（※） 

平成 30 年度 
・ 

令和元年度 
（87 人） 

 
 

令和２年度 
（80 人） 

 
 

令和３年度 
（121 人） 

 
 

令和４年度 
（89 人） 

農
薬
代
謝
物 

有機リン系 
農薬代謝物 

DMP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

2.5 
N.D.～140 

1.7 
N.D.～22 

1.5 
0.24～19 

1.5 
0.31～62 

1.3 
N.D.～29 

DEP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.2 
N.D.～520 

3.7 
N.D.～710 

2.5 
N.D.～190 

2.0 
N.D.～190 

1.9 
N.D.～310 

DMTP 
（ｼﾞﾒﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

3.6 
N.D.～110 

1.5 
N.D.～23 

1.8 
N.D.～42 

2.5 
N.D.～160 

2.4 
N.D.～240 

DETP 
（ｼﾞｴﾁﾙﾁｵﾘﾝ酸） 

中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～19 

N.D. 
N.D.～2.9 

0.11 
N.D.～4.6 

N.D. 
N.D.～1.7 

N.D. 
N.D.～18 

ネオニコチノ 
イド系農薬 
代謝物 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

0.15 
N.D.～73 

0.24 
0.022～39 

0.26 
0.0096～11 

0.20 
N.D.～8.4 

0.22 
0.0079～10 

ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞｱﾐﾄﾞ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～0.0039 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.035 

N.D. 
N.D.～0.16 

N.D. 
N.D.～0.15 

ﾃﾞｽﾒﾁﾙﾁｱﾒﾄｷｻﾑ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.10 
N.D. 

N.D.～0.048 
N.D. 

N.D.～0.022 
N.D. 

N.D.～0.041 

そ
の
他 

 

トリクロサン 
中央値 
範 囲 

0.97 
0.090～380 

0.11 
N.D.～14 

0.14 
N.D.～20 

0.13 
N.D.～17 

0.18 
N.D.～500 

パラベン類 

ﾒﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

72 
1.3～2,500 

49 
0.44～1,100 

110 
1.4～1,100 

84 
1.1～1,800 

66 
0.64～2,100 

ｴﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

3.8 
N.D.～410 

2.5 
N.D.～190 

1.1 
N.D.～230 

3.1 
N.D.～280 

1.5 
N.D.～860 

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

0.62 
N.D.～110 

0.24 
N.D.～230 

0.40 
N.D.～160 

0.60 
N.D.～490 

0.25 
N.D.～540 

ﾌﾞﾁﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～87 

N.D. 
N.D.～53 

N.D. 
N.D.～190 

N.D. 
N.D.～86 

N.D. 
N.D.～120 

ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾊﾟﾗﾍﾞﾝ 
中央値 
範 囲 

全て N.D. 
N.D. 

N.D.～0.18 
N.D. 

N.D.～0.053 
N.D. 

N.D.～0.24 
N.D. 

N.D.～0.050 

コチニン 
中央値 
範 囲 

0.34 
N.D.～3,600 

0.34 
N.D.～2,000 

0.23 
N.D.～1,800 

N.D. 
N.D.～2,900 

N.D. 
N.D.～1,200 

ベンゾフェノン 3 
中央値 
範 囲 

N.D. 
N.D.～190 

0.086 
N.D.～320 

N.D. 
N.D.～1.2 

N.D. 
N.D.～120 

N.D. 
N.D.～70 


